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A view of Classifying the areas infested with the mythical 
predators of cattle and horses, Shii, into two categories : 

Special reference to the missing link, a Zen Buddhist 
monk, Tesson Gensakuʼs versatile activities （Part 2）

KOMMA Toru

Abstract

　　This study, presented under the title and appearing as the page 
headline, consists of two parts. This particular part 2, subtitled “KAIBA-
RA Ekikenʼs view of folk-culture and Tesson Gensakuʼs way of edifica-
tion,” is the latter part, while the former part, subtitled, “The Gyuto and 
Hashiramatu rituals in the ‘horse-poor Nagato domainʼ” appeared in Issue 
No. 211 of “Jinbun Kenkyu” （Studies in Humanities） in March 2024.
　　Taking over the three earlier papers of his own on Shii, Komma 

（2021, 2022a, 2022b） now tackles the two final topics, （1） “Where, when, 
and by whom was the notion of Shii originated in Japan?” and （2） “Why 
does a Shii harm horses only, but not other cattle in the Chikugo and 
Higo domains?”
　　In Part 1, the author confirmed that （i） the Zen Buddhist monk Tes-
son Gensaku （1567―1638） introduced the notion of Shii to emblematize 
the invisible foreign mysterious cause of massive fatalities of cattle that 
suddenly occurred in Mukatsuku village, Saki-Otsu district, the Nagato 
domain, in the second year of the Kanbun era （1662）, and （ii） an innova-
tive etiological interpretation was collectively required soon after the un-
precedented outbreak of rinderpest was first documented in Japan.
　　Then, in Part 2, the author insists that Tesson Gensaku, the 18th 
chief priest of the magnificent Taineiji Temple, which was the most 
prominent base for the Souto Zen sectʼs edification in Mae-Otsu district 
is the missing link between the two categories of the areas infested with 
Shii, that is, （a） the mainstream area in western Honshu, including the 
Nagato and Suo domains, where it always attacked cattle and fairly often 
horses too, and （b） the effluent area, that is, the Chikugo domain in com-
bination with the Higo domain in Kyushu, where it had been attacking 
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exclusively horses alone ever since it appeared.
　　Tesson Gensaku can be considered the key person and the missing 
link between the two categories. In 1622, he succeeded in converting the 
Rakanji Temple located in the Buzen domain bordering the Chikuzen do-
main in the west, which belonged to the Rinzai sect, into his Souto sect, 
when he assumed the office of Rakanji Templeʼs chief priest with strong 
edificatory ambition, for the old prestigious Buddhist temple had been se-
verely destroyed by OTOMO Sourin （1530―87）, a well-known kirishi-
tan-daimyo or feudal lord of the Bungo domain who had converted to 
Christianity.
　　Three years later, when Tesson Gensaku suddenly learned that the 
mysterious massive fatalities of cattle had taken place in Mukatsuku vil-
lage, he decided to leave the temple for the victimized village in great 
haste because he had to introduce the notion of Shii there to rescue his 
pious followers from the plight by tactfully borrowing the somewhat 
equivalent one of Sei from the Chinese documents he had read.
　　There is a high possibility that some of his earnest admirers, who 
made a pilgrimage to the temple from nearby Kurume city, the capital 
town of the Chikugo domain, could be highly impressed with both the 
massive fatalities of cattle and the innovative notion of Shii when they 
listened to his parting words, even though it was not yet clear whether 
Shiiʼs victims included only cattle. Shortly after, in Kurume, when an un-
known mysterious creature raided a samurai’s horse barn and killed an 
animal, the raider was identified with Shii, as documented in an old local 
chronicle. Hence the ‘Shii-horse complex’ was established in the Chikugo 
domain and its vicinity, especially in the Higo domain. This resulted in 
the coexistence of mainstream and effluent ideas isolated from the for-
mer areas mentioned above.
　　Finally, the author comments that without KAIBARA Ekiken （1630
―1714）̓s keen insight into the Shii phenomenon, this paper would have 
been obscured. He not only recorded in detail the Shii disturbance that 
occurred for the first time in Nokita village in his homeland, the Chikugo 
domain, in 1662, but also analyzed it, virtually just as a modern anthro-
pologist, that once the notion of Shii, which had been established by a 
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certain unknown intellectual in the Suo domain, was welcomed by the 
commoners, the imaginary creature immediately became real and had to 
be hunted. Thus, the folk-culture could be something different from so-
called folklore, a tiny bundle of isolated beliefs and customs appreciated 
without sophistication by residents, although folklorists have not been 
prone to think in this way.
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九
、
東
ア
ジ
ア
に
開
か
れ
た
シ
イ
の
宇
宙

お
わ
り
に

【
承　
　

前
】

六
、
　
と

せ
い

シ
イ

　

小
稿
は
、
長
門
国
大
津
郡
向
津
具
村
で
寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）
に
発
生
し
た
（
記
録
の
残
る
本
邦
最
古
の
事
例
と
筆
者
が
確
信

す
る
）「
牛
疫
」
の
流
行
時
に
、
禅
宗
（
曹
洞
宗
）
の
高
僧
で
あ
る
同
国
大
津
郡
大
寧
寺
第
十
八
世
住
持
鉄
村
玄
鷟
が
、
そ
の
有
効

な
解
決
策
を
物
心
両
面
で
実
現
し
て
文
化
英
雄
と
成
っ
た
と
い
う
、
知
ら
れ
ざ
る
重
要
な
歴
史
的
事
実
を
、
前
章
ま
で
の
「
前
編
」

で
一
先
ず
は
明
ら
か
に
し
得
た
と
思
う
。

　

こ
の
「
後
編
」
は
そ
れ
を
受
け
て
、
福
岡
藩
の
大
儒
貝
原
益
軒
が
二
つ
の
自
著
の
中
で
シ
イ
現
象
に
触
れ
て
吐
露
し
た
、
ご
く
簡

潔
な
が
ら
も
犀
利
な
二
つ
の
言
辞
を
こ
こ
で
想
起
し
て
論
じ
る
こ
と
か
ら
、
筆
を
起
こ
し
た
い
。
何
故
な
ら
ば
そ
の
言
辞
が
、
妖
獣

シ
イ
概
念
の
創
成
、
な
ら
び
に
そ
れ
に
伴
う
（
非
在
の
）
シ
イ
の
勃
然
た
る
歴
史
的
現
前
と
シ
イ
民
俗
初
発
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関
す

る
、
深
い
洞
察
と
理
論
的
思
索
の
所
産
で
あ
り
、
こ
の
意
味
で
他
に
類
例
の
無
い
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
本
章
で
は
、
そ
れ
を
今
日

の
人
類
学
的
な
視
点
か
ら
分
析
し
て
、
い
わ
ば
我
が
国
で
の
エ
ス
ノ
ヒ
ス
ト
リ
ー
論
の
展
開
の
記
念
碑
的
な
一
頁
と
し
て
位
置
づ
け

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
牛
疫
流
行
と
シ
イ
民
俗
の
相
互
関
係
の
歴
史
的
意
義
の
理
解
を
一
層
深
化
さ
せ
る
確
か
な
理
論
的
基
盤
と
し
た
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い
の
で
あ
る
。

1
．
貝
原
益
軒
の
民
俗
（
概
念
）
形
成
論

　

正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）、
七
四
歳
で
世
を
去
る
ま
で
の
約
五
〇
年
の
間
に
、
実
に
九
八
部
、
二
四
七
巻
の
著
作
を
世
に
送
り
出

し
た
益
軒
は
、
決
し
て
単
な
る
一
儒
者
に
は
止
ま
ら
な
い
。
今
日
の
医
学
、
歴
史
学
、
博
物
学
、
地
誌
学
、
民
俗
学
、
教
育
学
等
々

に
も
比
定
で
き
る
よ
う
な
、
極
め
て
広
範
、
且
つ
多
彩
な
分
野
で
先
駆
的
な
仕
事
を
重
層
的
に
な
し
遂
げ
た
、
稀
代
の
学
究
で
あ
っ

た
と
言
う
べ
き
だ
。

　

比
較
的
若
い
欧
米
由
来
の
学
問
た
る
人
類
学
や
民
族
誌
学
を
念
頭
に
置
く
場
合
も
そ
の
評
価
が
ほ
ぼ
揺
る
が
な
い
事
実
は
、
殊
に

感
銘
深
い
。
益
軒
は
自
然
と
人
事
万
般
の
細
部
に
鋭
い
眼
を
向
け
て
、
観
察
対
象
を
精
彩
で
、
且
つ
内
容
豊
か
に
記
述
で
き
る
、
優

れ
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
カ
ー
で
あ
り
、
い
わ
ば
目
利
き
の
民
族
誌
学
者
だ
っ
た
。
彼
は
日
頃
実
に
よ
く
歩
い

（
（1
（

た
。
し
か
も
そ
れ
と
共

に
、
極
め
て
該
博
な
学
殖
を
駆
使
し
て
折
々
に
エ
ッ
ジ
の
立
っ
た
分
析
を
試
み
、
凡
俗
の
者
に
は
意
想
外
で
し
か
な
い
も
の
同
士
を

併
置
し
て
、
深
層
に
潜
む
意
外
な
関
連
性
を
抉
り
出
し
て
み
せ
る
創
造
的
な
理
論
家
、
い
わ
ば
理
論
的
な
社
会
人
類
学
者
で
も
あ
っ

た
の
だ
。

　

元
禄
元
年
（
一
六
八
八
）
以
来
、
益
軒
は
藩
命
に
よ
っ
て
黒
田
（
筑
前
）
藩
領
内
一
円
を
隈
な
く
巡
行
し
、
同
一
六
年
（
一
七
〇

三
）、
そ
の
成
果
を
纏
め
た
『
筑
前
国
続
風
土
記
』
を
周
囲
の
協
力
も
得
て
漸
く
完
成
さ
せ
る
。
小
稿
の
直
接
の
文
脈
で
あ
る
シ
イ

論
に
因
み
、
今
こ
こ
で
同
書
か
ら
一
例
を
引
い
て
そ
の
内
容
の
一
端
を
見
て
お
こ
う
。

　

寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）、
来
訪
し
て
き
た
周
防
国
山
口
の
伊
勢
太
神
宮
神
職
の
進
言
に
触
発
さ
れ
、
筑
前
国
志
摩
郡
野
北
村
の
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人
々
が
突
如
シ
イ
狩
り
乗
り
出
し
、
奔
走
し
て
成
就
し
た
と
い
う
同
書
中
の
一
記
事
を
既
に
紹
介
し
た
（
第
三
章
第
2
節
）。
福
岡

（
黒
田
、
或
い
は
筑
前
）
藩
領
で
シ
イ
現
象
が
初
発
す
る
状
況
を
具
に
叙
す
そ
の
生
気
溢
れ
る
文
章
は
、
臨
場
感
に
富
み
、
多
面
的

で
あ
り
な
が
ら
も
細
部
を
過
不
足
な
く
的
確
に
描
き
切
っ
て
い
る
。

　

く
わ
え
て
、
当
時
の
「
韻
学
」（
い
わ
ば
音
韻
論
）
に
も
よ
く
通
じ
、
今
日
の
言
語
学
者
に
も
比
肩
し
得
る
ほ
ど
の
高
い
見
地
か

ら
導
い
た
、
次
の
簡
明
な
結
語
が
印
象
深
い
。「
此
獸
（
注
、
シ
イ
）
は
皇
明
通
紀
及
震
澤
長
語
に
し
る
す
★
な
る
べ
し
。
せ
い
と
、 

し
い
と
音
相
近
し
」（
傍
線
・
注
は
小
馬
）。
つ
ま
り
、
周
防
国
伝
来
の
★
（
シ
イ
）
概
念
は
、
同
国
の
誰
か
に
よ
る
中
国
の
★
（
セ

イ
）
概
念
の
流
用
（
借
用
）
に
淵
源
す
る
が
、
そ
の
字
音
は
日
本
の
当
時
の
慣
用
で
シ
イ
に
変
わ
っ
て
い
る
の
だ
と
鋭
く
見
抜
き
、

短
く
簡
潔
に
言
い
切
っ
た
の
で
あ
る
。

　

く
わ
え
て
、『
筑
前
国
続
風
土
記
』
が
出
た
六
年
後
に
当
た
る
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
に
板
行
を
見
た
『
大
和
本
草
』
の
「
黒

★
」（
シ
イ
）
の
項
の
結
語
で
示
さ
れ
た
理
解
は
、
明
晰
の
度
を
一
層
増
す
と
共
に
、
極
め
て
重
大
な
歴
史
的
事
実
を
忌
憚
な
く
喝

破
す
る
益
軒
の
胆
力
の
大
き
さ
を
如
実
に
教
え
て
く
れ
る
。
曰
く
、「
し
い
は
★
の
唐
音
な
る
か
。
昔
は
此
者
日
本
に
在
る
こ
と
人

し
ら
ず
。
近
年
知
り
て
こ
れ
を
狩
る
」（
傍
線
は
小
馬
）。
こ
の
刮
目
す
べ
き
言
明
は
、
自
ら
の
調
査
経
験
・
観
察
で
得
た
認
識
と
そ

れ
に
よ
る
存
在
論
的
な
洞
察
を
臆
す
る
こ
と
な
く
開
陳
し
て
、
面
目
躍
如
た
る
も
の
が
あ
る
。
実
に
、
中
国
の
セ
イ
の
概
念
を
人
々

が
知
っ
た
時
に
、
日
本
に
も
シ
イ
が
俄
に
存
在
し
始
め
た
と
す
る
の
で
あ
る
―
少
し
後
に
理
論
的
に
詳
し
く
解
題
す
る
。

　

ち
な
み
に
、
後
の
『
大
言
海
』
も
『
大
和
本
草
』
の
当
該
の
見
解
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
、
シ
イ
の
項
の
劈
頭
で
「
眚
／
★
〔
眚
ノ

字
ノ
唐
音
〕
怪
獣
ノ
名
、
詳
カ
ナ
ラ
ズ
」
と
書
く
。
だ
が
、
益
軒
の
シ
イ
「
唐
音
」
説
の
外
形
を
惰
性
的
に
な
ぞ
っ
た
だ
け
に
過
ぎ

ず
、『
大
和
本
草
』
の
結
語
の
持
つ
溌
剌
と
し
た
発
見
的
な
輝
き
は
も
う
跡
形
も
無
い
。
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で
は
「
唐
音
」
と
は
何
か
。
中
国
語
か
ら
借
用
し
た
漢
字
の
日
本
語
化
さ
れ
た
発
音
を
表
す
「
日
本
漢
字
音
」（
字
音
）
の
一
つ

の
範
疇
な
の
だ
が
、
そ
の
呼
称
の
裏
側
に
は
幾
重
に
も
錯
綜
し
て
入
り
組
ん
だ
背
景
が
存
在
す
る
事
実
に
注
意
を
払
う
べ
き
で
あ
る
。

　

日
本
漢
字
音
の
最
古
の
層
は
「
呉
音
」（
異
称
は
和
音
・
対
馬
音
）
で
、
そ
れ
に
次
ぐ
古
層
に
当
た
る
「
漢
音
」（
い
わ
ゆ
る
「
正

音
」）
は
、
中
国
（
唐
）
で
の
発
音
と
い
う
趣
意
で
、「
唐
音
」（
か
ら
ご
え
、
と
う
お
ん
）
と
も
呼
ば
れ
た
。
た
だ
面
倒
な
の
は
、

更
に
こ
れ
と
は
別
に
、
主
に
鎌
倉
時
代
以
降
中
国
か
ら
来
朝
し
た
僧
、
中
国
へ
渡
っ
た
禅
宗
や
律
宗
の
僧
、
日
中
双
方
の
交
易
商
人

等
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
会
に
伝
え
た
雑
多
な
「
鎌
倉
唐
音
」、
つ
ま
り
宋
代
以
降
の
中
国
語
中
世
音
に
よ
る
借
用
漢
字
音
表
記
と
い

う
意
味
で
の
、「
唐
音
」
の
語
の
用
法
も
並
行
し
て
行
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
後
者
の
意
味
で
の
「
唐
音
」
は
、
室
町
時
代
に
は

「
宋
音
」
と
も
称
さ
れ
た
の
で
、
往
々
両
者
を
重
ね
合
わ
せ
て
「
唐
宋
音
」
と
も
呼
ぶ
。

　

く
わ
え
て
、
こ
の
場
合
の
「
唐
宋
音
」
の
用
語
に
は
一
層
の
注
意
が
要
る
。
そ
の
用
法
で
は
、
実
は
「
唐
音
」
で
は
な
く
、（
唐

代
に
続
く
）
宋
代
・
元
代
の
借
用
字
音
で
あ
る
「
宋
音
」
の
方
が
（
王
朝
年
代
の
新
旧
と
は
逆
転
し
て
）
年
代
的
に
古
い
音
な
の
で

あ
る
。
と
言
う
の
も
、「
唐
宋
音
」
中
の
「
唐
音
」
と
は
、
江
戸
時
代
に
借
用
さ
れ
た
明
・
清
時
代
の
字
音
（「
江
戸
唐
音
」）
を
含

意
し
て
い
る
か
ら
だ
。
益
軒
は
、『
大
和
本
草
』
で
は
、
こ
の
最
後
の
意
味
で
「
唐
音
」
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
と
解
す
る
の
が

適
切
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
こ
の
意
味
で
の
「
唐
音
」
が
含
ま
れ
る
語
彙
数
は
ご
く
少
な
く
、
そ
の
流
通
領
域
も
専
ら
学
問
界
や
仏
教
界
に
狭
く
限

ら
れ
、
世
間
一
般
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
小
さ
い
と
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
二
、
三
そ
の
例
を
挙
げ
れ
ば
、
鉄
村
和
尚
の
「
和
尚
（
オ

シ
ョ
ウ
）」
や
「
行
脚
（
ア
ン
ギ
ャ
）」、
清
国
の
国
号
「
清
（
シ
ン
）」、
禅
宗
で
作
法
・
規
則
を
意
味
す
る
「
清
規
（
シ
ン
ギ
）」
等

の
語
が
あ
る
。
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分
か
り
易
く
譬
え
れ
ば
、「
清
」
が
漢
音
の
「
セ4

イ
」
か
ら
唐
音
の
「
シ4

ン
」
へ
と
変
わ
る
の
と
「
★
」
が
漢
音
「
セ4

イ
」
か
ら

唐
音
「
シ4

イ
」
に
変
わ
る
の
と
は
、
語
頭
音
が
「
セ
」
か
ら
「
シ
」
に
変
化
し
て
い
る
点
で
相
通
じ
合
う
と
言
う
よ
う
な
こ
と
だ
。

要
す
る
に
、
益
軒
は
そ
う
し
た
字
音
の
歴
史
的
変
遷
を
大
局
視
し
て
、「
せ
い
と
、
し
い
と
音
相
近
し
」
と
し
、
更
に
「
し
い
は
★

の
唐
音
な
る
か
」
と
推
定
し
た
の
だ
と
解
せ
る
。

　

明
の
成
化
年
間
（
一
四
六
五
－
八
七
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
震
澤
長
語
』
や
、
そ
の
後
に
陳
建
が
著
し
た
『
皇
明
通
紀
』（
一
五
五

五
）
に
出
る
怪
物
で
あ
る
★
に
触
れ
て
益
軒
が
暗
に
主
張
し
た
の
は
、
ほ
ぼ
次
の
如
き
こ
と
だ
っ
た
と
解
せ
る
。
周
防
国
に
は
漢
籍

に
広
範
に
通
じ
た
有
徳
の
（
禅
宗
の
）
高
僧
か
学
者
が
い
て
、（
上
記
の
漢
籍
中
に
出
る
）
専
ら
人
間
を
襲
う
妖
怪
を
本
来
の
内
包

と
す
る
★
（
セ
イ
）
の
語
に
触
発
さ
れ
、
そ
れ
を
流
用
し
て
、
牛
の
疫
病
の
災
因
だ
と
推
測
で
き
る
（
想
像
上
の
）
妖
獣
に
仮
託
し

た
。
そ
の
結
果
牛
を
襲
う
妖
獣
シ
イ
が
（
日
本
独
特
の
仕
方
で
）
具
体
的
に
概
念
化
さ
れ
、
そ
れ
に
沿
っ
た
姿
で
突
然
現
前
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　

か
く
し
て
妖
獣
シ
イ
は
、
中
国
の
★
（
セ
イ
）
と
同
じ
く
厳
重
な
戸
締
り
を
も
の
と
も
せ
ず
、
何
時
の
間
に
か
屋
内
（
★
は
人
家

／
シ
イ
は
牛
舎
〔
や
厩
〕）
に
入
り
込
ん
で
来
て
危
害
を
加
え
る
と
い
う
、
中
核
的
な
属
性
を
共
有
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
牛
の
広

域
的
な
連
続
大
量
死
事
件
を
契
機
に
筑
前
国
（
を
初
め
と
す
る
「
筑
紫
」）
の
民
衆
が
、（
後
の
寛
文
二
年
、
野
北
村
の
シ
イ
騒
動
を

初
例
と
し
て
）
こ
の
周
防
国
由
来
の
シ
イ
概
念
を
す
す
ん
で
受
容
し
て
即
座
に
シ
イ
害
防
除
に
果
敢
に
着
手
し
た
結
果
、
シ
イ

（
★
）
が
日
本
に
も
存
在
す
る
と
広
く
認
識
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
益
軒
は
、
そ
の
よ
う
に
（
社
会
心
理
学
的
に
）
読
み
解
い
た

の
だ
。

　

つ
ま
り
、
シ
イ
概
念
が
「
実
体
験
」
を
介
し
て
民
衆
に
主
体
的
、
且
つ
能
動
的
に
受
容
さ
れ
た
事
実
こ
そ
が
、
従
来
は
日
本
に
不
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在
だ
っ
た
シ
イ
を
（
集
合
表
象
と
し
て
）
一
躍
現
前
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
学
問
上
の
大
き
な
時
代
的
制
約
を

遥
に
超
越
し
た
彼
の
こ
の
卓
越
し
た
論
理
展
開
に
は
、
目
を
瞠
い
て
そ
の
歴
史
的
な
先
駆
性
を
高
く
賞
す
べ
き
価
値
が
あ
る
。

　

以
上
、（
益
軒
の
意
を
受
け
て
）
筆
者
が
敷
衍
し
て
み
せ
た
解
題
の
道
筋
を
総
合
す
れ
ば
、
益
軒
が
（
ご
く
手
短
か
な
が
ら
も
）

彼
独
自
の
「
民
俗
文
化
形
成
論
」
を
敢
然
と
展
開
し
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
益
軒
の
正
鵠
を
射
た
エ
レ
ガ
ン
ト
で
一
貫
し
た
主

張
は
（
無
論
、
彼
自
身
は
知
る
由
も
な
い
が
）
後
の
ア
メ
リ
カ
の
文
化
人
類
学
者
Ｒ
・
レ
ッ
ド
フ
ィ
ー
ル
ド
の
「
大
伝
統
／
小
伝

統
」（great tradition/little tradition

）
と
い
う
理
論
的
枠
組
み
、
或
い
は
（
一
部
そ
れ
を
援
用
す
る
）
筆
者
独
自
の
エ
ス
ノ
ヒ

ス
ト
リ
ー
論
に
も
繫
が
り
得
る
、
画
期
的
な
論
だ
と
さ
え
見
做
せ
る
の
で
あ
る
。

2
．
益
軒
と
鉄
村
を
繫
ぐ
も
の

　

益
軒
が
シ
イ
概
念
の
成
立
に
は
高
度
な
識
字
人
の
介
在
が
不
可
欠
だ
と
見
て
い
た
こ
と
は
、
右
に
論
じ
た
筋
道
か
ら
既
に
明
ら
か

だ
ろ
う
。
そ
し
て
、『
筑
前
国
続
風
土
記
』
中
の
野
北
村
の
シ
イ
騒
動
の
記
事
に
見
え
る
益
軒
の
先
の
言
明
で
は
、
★
と
シ
イ
を
媒

介
し
た
有
徳
の
識
字
人
が
周
防
国
山
口
の
伊
勢
太
神
宮
の
件
の
神
職
の
生
活
圏
に
い
た
と
す
る
含
意
が
透
け
て
見
え
る
こ
と
が
重

要
（
（1
（

だ
。

　

と
こ
ろ
で
、
関
門
海
峡
の
交
通
権
を
掌
握
し
た
守
護
大
名
大
内
氏
が
、
大
陸
と
の
交
流
と
交
易
の
一
大
拠
点
た
る
筑
前
国
博
多
を

も
教
弘
（
一
四
二
〇
－
六
五
）
の
代
以
来
領
有
し
、
且
つ
ま
た
戦
乱
で
都
落
ち
し
た
幾
多
の
文
化
人
を
す
す
ん
で
保
護
し
て
、「
西

の
京
」
と
呼
ば
れ
て
京
に
も
比
肩
す
る
と
さ
れ
た
山
口
を
初
め
、
自
領
内
に
高
度
の
文
化
を
育
ん
だ
事
実
は
史
上
夙
に
名
高
い
。

　

本
章
の
文
脈
で
は
、
卓
越
し
た
財
力
を
基
に
、
大
内
版
と
総
称
さ
れ
る
刊
本
群
を
世
に
送
り
出
し
た
こ
と
に
、
分
け
て
も
強
く
留
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意
し
た
い
。
殊
に
特
筆
す
る
べ
き
は
、
虎
関
師
練
（
一
二
七
八
－
一
三
四
六
）
が
分
類
韻
学
に
基
づ
い
て
著
し
た
韻
引
の
辞
書
で
あ

る
『
聚
分
韻
略
』
を
、
明
応
二
年
（
一
四
九
三
）
に
自
領
内
で
刊
行
し
た
こ
と
だ
。
や
や
下
っ
て
、
天
文
八
年
（
一
五
三
九
）
に
は

枡
形
本
の
『
聚
分
韻
略
』
を
も
刊
行
し
て
い
る
。
筑
前
国
の
住
人
益
軒
が
大
内
文
化
の
こ
う
し
た
実
情
に
も
深
く
通
じ
て
学
ん
で
い

た
こ
と
は
、
論
を
俟
た
な
い
。

　

こ
こ
で
前
章
ま
で
の
内
容
に
一
旦
立
ち
返
る
と
、
先
に
『
大
津
郡
志
』
で
見
た
長
門
国
北
西
部
の
曹
洞
宗
の
大
刹
大
寧
寺
の
第
十

八
代
住
持
鉄
村
玄
鷟
が
、
既
知
の
★
（
セ
イ
）
概
念
を
シ
イ
概
念
へ
と
移
し
換
え
得
る
類
稀
な
知
識
人
候
補
と
し
て
最
適
で
あ
り
、

益
軒
の
眼
鏡
に
も
十
二
分
に
叶
う
知
識
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き

（
（1
（

る
。

　
『
防
長
寺
社
證
文
』
所
収
の
「
寺
社
御
證
文
目
録
」
大
寧
寺
の
項
は
、
鉄
村
を
「
十
八
世
鐵
村
玄
鷟
和
尚
、
筑
前
之
人
也
、
慶
長

十
二
年
丁
未
十
一
月
十
六
日
進
山
、
一
住
十
四
年
（
正
し
く
は
十
六
年
）、
元
和
六
年
庚
申
（
正
し
く
は
同
八
年
、
い
ず
れ
も
小
馬

注
）
正
月
十
六
日
退
居
于
向
津
村
向
津
菴
、
寛
永
十
五
年
戊
寅
十
月
十
二
日
遷
化
」
と
、
経
歴
を
手
短
に
記
す
（
山
口
県
文
書
館　

一
九
七
一
、
一
一
）。

　

他
方
、『
防
長
風
土
注
進
案
』
や
『
防
長
寺
社
由
来
』
に
は
、
鉄
村
と
領
主
や
幕
府
と
の
間
の
重
大
な
交
渉
の
跡
を
窺
わ
せ
る
記

事
を
散
見
で
き
る
。
た
だ
し
小
稿
は
繁
雑
に
わ
た
る
こ
と
を
避
け
て
そ
れ
ら
へ
の
言
及
を
省
き
、
以
下
鉄
村
の
動
向
に
つ
い
て
は
、

大
寧
寺
発
行
の
二
冊
の
書
物
（
世
良　

一
九
八
〇
、
岩
田　

二
〇
一
〇
）
に
主
に
依
拠
し
て
論
を
先
へ
と
進
め
た
い
。

　

鉄
村
は
、
筑
前
国
の
小
川
氏
の
出
で
、
永
禄
一
〇
年
（
一
五
六
七
）
に
生
を
受
け
（
宋
か
ら
帰
国
し
た
栄
西
が
開
い
た
日
本
最
初

の
禅
寺
で
あ
る
）
博
多
の
臨
済
宗
正
福
寺
で
侍
童
と
な
っ
た
。
そ
の
誕
生
に
つ
い
て
は
、「
母
が
梵
僧
錫
を
振
っ
て
室
内
に
入
る
夢

を
見
る
。
覚
め
て
鉄
村
を
産
ん
だ
」（
世
良　

一
九
八
〇
、
一
〇
一
）
と
い
う
生
誕
に
因
む
奇
譚
と
言
う
べ
き
逸
話
（
言
う
な
れ
ば
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中
世
・
近
世
神
話
）
を
、
大
寧
寺
が
今
に
伝
え
て
い
る
。

　

鉄
村
は
、
関
東
各
地
を
遍
歴
し
た
後
、
大
寧
寺
に
来
て
第
十
五
世
住
持
関
翁
殊
門
に
師
事
し
、
即
大
器
と
認
め
ら
れ
て
知
遇
を
得

た
。
第
十
六
代
・
第
十
七
代
の
住
持
（
安
叟
珠
養
・
貴
雲
嶺
胤
）
に
従
っ
て
曹
洞
宗
の
大
本
山
で
あ
る
能
登
国
の
総
持
寺
に
も
暫
時

住
す
る
。
防
長
両
国
の
領
主
、
毛
利
秀
就
は
、
鉄
村
に
五
百
七
十
石
の
土
地
を
寄
進
し
た
。
な
お
、
鉄
村
の
大
寧
寺
第
十
八
代
住
持

職
引
退
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
小
稿
（
前
編
）
第
五
章
で
、『
大
津
郡
志
』
の
記
事
を
引
用
し
つ
つ
ご
く
簡
単
な
が
ら
も
既
に
触
れ

て
い
る
。

　

さ
て
、
小
稿
が
今
後
ま
さ
に
辿
る
べ
き
筋
道
は
、「
寛
永
二
年
牛
疫
」
に
関
す
る
歴
史
文
献
を
さ
ら
に
探
索
し
て
論
議
を
深
化
さ

せ
、
大
量
死
し
た
家
畜
が
「
牛
」
か
「
牛
馬
」
か
を
巡
る
地
元
の
（
新
旧
、
ま
た
は
公
私
の
）
認
識
の
厄
介
な
乖
離
と
断
絶
を
克
服

し
て
、
シ
イ
現
象
の
全
体
像
を
歴
史
民
俗
的
に
捉
え
る
明
快
な
展
望
を
切
り
開
く
こ
と
で
あ
る
。

七
、「
代
入
」
と
「
荘
厳
化
」
―
民
俗
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

　

望
む
ら
く
は
、
先
ず
『
大
津
郡
志
』
が
引
用
す
る
「
向
津
庵
所
蔵
の
文
書
、『
寛
永
三
年
戌
八
月
、
向
津
具
村
中
牛
馬
安
全
守
神

歡
請
荒
神
社
〆
り
書
之
事
』」
の
現
物
に
直
に
当
た
っ
て
、
是
非
と
も
そ
の
文
面
を
確
認
し
、
さ
ら
に
詳
し
く
分
析
し
た
い
も
の
で

あ
る
。
た
だ
し
、
遺
憾
な
が
ら
、
当
該
資
料
は
今
で
は
沓
と
し
て
所
在
が
知
れ
な
い
。
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1
．
明
治
中
期
向
津
具
の
鉄
村
像

　

だ
が
幸
い
に
も
、
岸
浩
が
牛
疫
研
究
の
た
め
に
各
地
で
採
集
・
採
録
し
た
古
文
書
類
を
一
括
所
蔵
す
る
山
口
県
文
書
館
の
資
料
群

中
に
、
岸
自
身
が
撮
影
し
て
お
い
た
「
向
津
具
村
向
徳
庵　

牛
馬
安
全
御
札
控
（
寛
永
牛
疫
資
料
）」〔
岸
浩
文
庫
749
〕
の
写
真
映
像

が
現
存
し
て
い
て
、
小
稿
に
は
そ
れ
が
大
い
に
助
け
に
な
っ
た
。

　

こ
こ
で
は
先
ず
、『
大
津
郡
志
』
の
次
の
記
事
に
拠
っ
て
向
徳
庵
を
簡
単
に
紹
介
し
よ
う
。「
寛
永
二
年
の
創
建
で
本
尊
は
釈
迦
如

來
、
も
と
向
津
庵
と
い
つ
て
ゐ
た
。
明
治
三
年
六
月
海
徳
寺
と
合
併
し
て
、
向
徳
庵
と
改
称
し
た
」（
萩
原　

一
九
四
九
、
一
六
二
）。

な
お
同
庵
は
、
昭
和
一
七
年
（
一
九
四
二
）、
さ
ら
に
向
徳
寺
へ
と
改
称
し
て
い
る
（『
油
谷
町
史
』
一
九
九
〇
、
八
七
四
－
八
七

五
）。

　

以
下
に
岸
が
接
写
し
た
「
向
津
具
村
向
徳
庵　

牛
馬
安
全
御
札
控
」
の
全
文
を
掲
る
。
た
だ
し
、（
紙
数
の
節
約
と
）
論
議
が
徒

に
煩
瑣
に
わ
た
る
弊
を
恨
み
、
敢
え
て
原
文
を
省
い
て
釈
文
の
み
を
次
に
記

（
（1
（

す
―
な
お
、
傍
線
は
全
て
小
馬
。

（
表
紙
）　　

旧
ノ
四
月
一
九
日
ヨ
リ
廿
五
日
迄

　
　
　
　
　

牛
馬
安
全
御
札
控

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
松　

向
徳
菴

　
　
　
　
　

後
畑
山
南　

山
本
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扨
當
寺
開
山
鉄
村
禅
師
ハ
筑
前
ニ
生
ヲ
受
ケ
、

長
シ
テ
曹
洞
宗
旨
ヲ
極
メ
抜
郡
（
群
）
ノ
知
職
（
識
）
ト

称
シ
、
大
寧
寺
十
八
代
之
住
職
タ
リ
。
元
和
八
年
寺

務
勇
退
ノ
後
、
当
村
久
津
浦
エ
渡
海
ア
リ
。
二
尊

院
ノ
舊
坊
ニ
詣
テ
堂
宇
大
破
ヲ
拝
シ
甚
感

ニ
堪
給
ハ
ス
。
即
チ
村
内
有
志
ノ
信
者
ニ
再
興

ヲ
謀
リ
、
直
ニ
連
署
上
願
ス
。
時
ノ
領
主
毛
利

君
侯
ハ
禅
師
ノ
道
徳
ニ
因
ミ
、
速
ニ
之
ヲ
允
許

シ
テ
永
世
官
ノ
悩
ト
成
シ
給
フ
。
禅
師
ハ
暫
〔
ク
〕

錫
ヲ
止
メ
、
次
テ
同
暦
拾
弐
年
當
山
ヲ
開
闢

シ
テ
徳
化
四
民
ニ
及
フ
。
然
ル
ニ
寛
永
拾
五
年

十
月
十
二
日
微
患
ヲ
示
シ
テ
遷
化
ス
。
爾
来
現

今
明
治
十
九
年
弐
百
五
拾
回
〔
忌
〕
ニ
當
ル
ヲ
以
テ
、

祖
恩
執
禱
之
為
這
回
法
会
ヲ
修
行

シ
、
慇
懃
ニ
供
養
ヲ
修
営
シ
、
因
ニ
説
教
演

読
ヲ
勤
メ
、
拝
崇
有
縁
ノ
善
男
女
ヲ
シ
テ
安
心

ノ
法
門
ヲ
得
セ
シ
ム
。
尚
方
々
追
憶
ス
ル
ニ
禅
師
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在
世
ノ
昔
シ
寛
永
弐
年
ノ
秋
牛
馬
疫
病
ニ

罹
リ
斃
〔
レ
〕
候
者
殆
ト
六
百
頭
ニ
及
フ
。
残
〔
リ
〕
候
者
纔
ニ

六
頭
故
ヘ
、
村
内
篤
志
者
、〔
上
野
村
〕
小
松
原
ノ
庄
九
郎
、
惣
〔
萩
〕

荘
ノ
伊
左
衛
門
、
天
神
〔
村
〕
ノ
惣
五
良
、
油
谷
嶋
〔
村
〕
ノ
庄
兵
衛
、

赤
鉢
〔
村
〕
ノ
平
九
郎
、
以
上
五
名
道
（
同
）
道
肥
前
国

五
嶌
鹿
嶋
牛
種
ヲ
求
メ
拾
弐
頭
ヲ
得
テ

拾
弐
ケ
村
エ
配
當
シ
、
耕
事
漸
ク
成
候
。
其
際

ニ
當
テ
、
庄
屋
宮
崎
與
市
兵

（
（1
（

衛
、
畔
頭
緒
方

次
左
衛
門
、
外
拾
弐
名
其
條
シ
テ
鉄
村
禅

師
ニ
托
シ
、
能
登
國
我
大
本
山
〔
ニ
〕
就
テ
三
寶

荒
神
ヲ
勧
請
シ
、
已
ニ
當
寺
北
ノ
峯
〔
ニ
〕
安
置

シ
奉
リ
、
此
時
誓
願
シ
テ
年
毎
ニ
拾
弐
度

ノ
祭
祀
ヲ
拾
弐
ケ
村
順
次
是
ニ
修
ス
。
閏
月
ハ

浦
方
之
ヲ
擔
當
シ
テ
、
于
今
至
候
迄
怠
リ
無
シ
。

故
ニ
祈
願
空
シ
カ
ラ
ス
、
牛
馬
繁
栄
五
穀
豊

穣
、
只
々
誠
ニ
禅
師
遺
恩
ナ
リ
。
然
ル
ニ
維
新

ニ
際
シ
社
院
ハ
神
官
ノ
擔
任
ト
ナ
ル
モ
、
神
躰
ハ
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猶
當
寺
ニ
安
置
シ
奉
ル
。
這
回
禅
師
ノ
弐

百
五
拾
回
忌
法
筵
ヲ
営
シ
、
遠
孫
不
肖
ノ
諦

闡
、
禅
師
ノ
道
徳
ヲ
慕
テ
特
ニ
大
般
若
経

ヲ
転
読
シ
、
牛
馬
安
全
五
穀
成
就
海
上
安

全
大
漁
満
足
ヲ
禱
リ
、
加
之
三
寳
荒
神

ノ
守
附
（
符
）
ヲ
分
與
シ
永
ク
牛
馬
鎮
護
ト

成
ス
者
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

向
徳
庵
住
職

明
治
十
九
年　
　
　
　
　
　
　

一
柿
諦
闡

　

小
稿
で
既
に
触
れ
た
事
柄
は
（
紙
数
の
関
係
上
、
遺
憾
な
が
ら
こ
こ
で
は
）
割
愛
し
て
、
要
約
を
試
み
よ
う
。

　

鉄
村
禅
師
は
、
元
和
八
年
（
一
六
三
二
）
大
寧
寺
住
持
の
職
を
辞
し
た
後
、
向
津
具
村
久
津
浦
へ
船
で
渡
っ
た
。
同
地
の
古
刹
で

あ
る
（
真
言
宗
）
二
尊
院
に
参
詣
し
、
そ
の
荒
廃
ぶ
り
を
目
の
当
た
り
に
す
る
や
憂
え
て
止
ま
ず
、
村
の
信
者
有
志
と
連
署
し
て
藩

庁
へ
再
興
を
願
い
出
た
。
領
主
毛
利
家
は
直
ぐ
に
聞
き
届
け
、
以
後
藩
の
庇
護
下
に
置
く
こ
と
を
約
し
た
。
鉄
村
禅
師
は
、
暫
く
村

に
留
ま
っ
た
後
、
元
和
一
二
年
（
一
六
三
六
）
向
津
庵
を
創
建
し
て
広
く
教
化
の
実
を
あ
げ
た
が
、
寛
永
一
五
年
（
一
六
三

（
（1
（

七
）
十

月
十
二
日
に
些
か
病
ん
で
没
し
た
。
二
百
五
十
回
忌
に
当
た
る
今
年
明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
）、
祖
師
開
基
鉄
村
禅
師
の
恩
に
報

い
る
べ
く
、
今
回
念
入
り
に
法
会
を
修
し
て
供
養
し
、
縁
あ
っ
て
参
集
し
た
善
男
善
女
に
仏
法
の
真
理
を
説
い
た
。
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な
お
、
人
々
は
鉄
村
禅
師
在
世
中
、
寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）
の
事
績
を
次
の
よ
う
に
口
々
に
語
り
合
っ
て
追
憶
し
た
。
同
年
秋

牛
馬
が
疫
病
に
罹
り
六
百
頭
も
斃
死
し
、
生
き
残
り
は
六
頭
の
み
。
そ
こ
で
（『
大
津
郡
志
』
の
「
引
用
文
Ｂ
」
に
も
名
前
が
出
る
）

村
民
五

（
（1
（

名
が
肥
前
国
の
「
五
嶌
鹿
嶋
牛
種
」（
五
島
列
島
の
鹿
嶋
牛
の
子
を
孕
ん
だ
雌
）
12
頭
を
買
い
求
め
、
向
津
具
村
の
12
の
集

落
に
一
頭
ず
つ
配
分
し
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、
そ
の
後
漸
く
犁
耕
が
可
能
に
な
っ
た
。
こ
の
事
業
に
際
し
て
、
庄
屋
と
畔
頭
他
12

名
が
連
署
し
て
鉄
村
禅
師
に
託
し
、
大
寧
寺
の
本
山
で
あ
る
能
登
国
総
持
寺
か
ら
勧
請
し
た
同
寺
の
鎮
守
神
、
三
宝
荒
神
を
向
津
庵

の
北
峰
に
安
置
し
た
。
こ
の
時
に
、
毎
年
12
度
の
祭
を
12
の
地
方
（
じ
か
た
＝
農
村
）
集
落
が
順
繰
り
に
担
当
し
、（
閏
年
の
）
閏

月
は
浦
方
（
漁
村
）
集
落
が
祭
を
担
当
す
る
と
誓
願
し
て
、
実
に
今
に
至
る
ま
で
欠
か
す
こ
と
な
く
実
行
し
て
祭
を
絶
や
さ
な
か
っ

た
。
祈
願
が
叶
え
ら
れ
、
牛
馬
の
繁
栄
と
五
穀
の
豊
穣
を
見
た
の
は
、
偏
に
鉄
村
禅
師
の
御
恩
の
お
陰
で
あ
る
。

　

明
治
維
新
に
際
し
て
三
宝
荒
神
社
の
社
殿
（
小
祠
、
小
馬
注
）
は
神
官
扱
い
と
さ
れ
た
も
の
の
、
御
神
体
は
今
で
も
向
徳
庵
に
安

置
し
て
い
る
。
こ
の
度
、
鉄
村
禅
師
の
二
百
五
十
回
忌
に
当
た
り
、
末
代
の
住
持
で
あ
る
不
肖
諦
闡
が
そ
の
徳
行
を
慕
っ
て
大
般
若

経
を
読
誦
し
、「
牛
馬
安
全
五
穀
成
就
海
上
安
全
大
漁
満
足
」
を
祈
る
と
共
に
、
三
宝
荒
神
の
御
守
札
を
分
け
与
え
、
牛
馬
を
守
り

鎮
め
る
。

2
．
鉄
村
に
よ
る
シ
イ
概
念
の
創
唱

　

こ
の
文
書
の
内
容
は
、
寛
永
二
年
の
獣
疫
流
行
の
実
態
と
そ
れ
へ
の
対
処
の
細
部
が
具
体
的
に
判
る
点
や
、
牛
馬
が
大
量
死
し
た

と
す
る
点
で
は
、『
大
津
郡
志
』
中
の
「
引
用
文
Ｂ
」
の
内
容
に
近
い
。
な
お
、
終
わ
り
近
く
で
、
明
治
維
新
後
の
変
化
と
寺
の
現

況
に
触
れ
て
お
り
、
鉄
村
の
徳
行
と
教
化
が
相
俟
っ
て
首
尾
よ
く
功
を
奏
し
て
、
向
津
具
村
が
そ
の
後
概
ね
大
過
な
く
明
治
を
迎
え
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た
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
し
、
文
明
開
化
と
廃
仏
毀
釈
の
新
し
い
世
相
に
お
い
て
、
仏
教
寺
院
の
教
説
の
あ
り
方
も
、
殊
更
奇
蹟
を

誇
示
し
て
権
威
を
嘔
う
高
飛
車
な
傾
向
を
抑
え
、
新
し
い
暮
ら
し
を
志
向
す
る
庶
民
の
現
実
的
な
感
覚
に
寄
り
添
う
姿
勢
が
、
組
織

防
衛
上
も
求
め
ら
れ
て
い
た
だ
ろ
う
こ
と
も
文
面
か
ら
窺
え
る
。

　

こ
の
文
書
に
は
、
そ
れ
も
与
っ
て
か
、
寺
所
蔵
の
権
威
あ
る
文
書
類
に
こ
と
さ
ら
居
丈
高
に
言
及
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
事
実
認
識

を
虚
心
坦
懐
に
述
べ
て
い
る
と
思
え
、
こ
の
点
で
は
『
大
津
郡
志
』
中
の
「
引
用
文
Ａ
」
の
文
体
に
よ
く
通
じ
る
一
面
が
あ
る
。
こ

こ
で
も
、
寛
永
二
年
の
牛
（
馬
）
疫
が
驚
天
動
地
の
歴
史
的
経
験
と
し
て
細
部
に
至
る
ま
で
鮮
烈
に
そ
の
記
憶
が
村
民
に
受
け
継
が

れ
、
こ
と
さ
ら
証
拠
の
文
書
を
翳
す
ま
で
も
な
い
自
明
の
共
通
認
識
で
あ
っ
た
こ
と
が
如
実
に
窺
え
る
。
そ
れ
を
裏
書
き
す
る
の
が
、

「
尚
方
々
追
憶
ス
ル
ニ
」（
人
々
は
口
々
に
こ
う
語
っ
て
追
憶
し
た
）
と
い
う
字
句
を
皮
切
り
に
、
当
時
の
経
験
を
事
細
か
に
縷
々
叙

述
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
引
用
文
Ｂ
」
の
一
史
料
に
寄
り
掛
っ
た
権
威
的
で
肩
肘
張
っ
た
姿
勢
と
は
逆
に
、
村
人
の
（
伝
承
の
）

側
に
軸
足
を
大
き
く
預
け
て
お
り
、
彼
ら
が
馴
染
ん
で
き
た
歴
史
の
記
憶
を
口
々
に
懐
か
し
げ
に
親
し
く
確
認
し
て
頷
き
合
う
様
子

が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
だ
。

　

こ
の
文
書
と
「
引
用
文
Ｂ
」
の
流
れ
を
引
き
比
べ
つ
つ
辿
る
と
、
極
め
て
重
大
な
観
点
へ
と
導
か
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
両
文
書
間

で
、
①
五
島
で
の
「
牛
種
」
の
買
い
付
け
（
対
策
の
実
利
的
側
面
）
と
②
能
登
国
総
持
寺
か
ら
の
三
宝
荒
神
勧
請
（
対
策
の
精
神
的

側
面
）
と
い
う
二
つ
の
大
事
業
実
践
に
つ
い
て
の
先
後
関
係
が
逆
転
し
て
い
る
と
思
え
る
の
だ
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
文
書
で
は
①
が

②
に
、「
引
用
文
Ｂ
」
で
は
②
が
①
に
先
行
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
か
ら
、
被
災
の
善
後
策
た
る
両
事
業
の
「
原
因
／
結
果
」
す
な

わ
ち
因
果
関
係
の
意
味
付
け
が
正
反
対
に
な
っ
て
い
る
と
判
断
し
て
良
さ
そ
う
な
の
だ
。

　

つ
ま
り
、「
引
用
文
Ｂ
」
で
は
、
鉄
村
が
発
議
し
て
三
宝
荒
神
を
勧
請
し
た
後
に
「
牛
種
」
を
五
島
で
買
い
入
れ
た
と
読
め
る
。
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他
方
、
右
の
「
向
津
具
村
向
徳
庵　

牛
馬
安
全
御
札
控
」
で
は
、
五
島
で
繁
殖
用
の
「
牛
種
」
を
首
尾
よ
く
買
え
た
こ
と
に
感
じ
て

鉄
村
に
一
層
深
く
帰
依
し
た
農
民
た
ち
が
更
に
幸
運
を
確
た
る
も
の
と
す
る
べ
く
三
宝
荒
神
の
勧
請
を
懇
請
し
た
と
読
め
る
。
両
者

の
こ
の
繊
細
な
が
ら
も
極
め
て
有
意
な
差
異
の
見
極
め
に
、
歴
史
の
動
態
を
摑
む
べ
き
重
要
な
勘
所
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

熟
慮
を
要
す
る
の
は
、
向
津
具
の
大
方
は
無
筆
の
農
民
た
ち
が
五
島
「
鹿

（
（1
（

嶋
」
で
「
牛
種
」
を
買
い
付
け
る
と
い
う
ま
さ
し
く
起

死
回
生
の
打
開
策
を
一
体
い
か
に
し
て
打
ち
出
せ
た
か
で
あ
る
。
当
時
、
同
地
で
こ
の
離
れ
業
と
も
言
う
べ
き
思
い
切
っ
た
策
を
大

き
な
見
地
か
ら
建
議
し
得
る
よ
う
な
知
識
と
権
威
を
兼
ね
備
え
た
人
物
は
、
鉄
村
を
措
い
て
あ
り
得
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
何
し

ろ
「
鉄
村
玄
鷟
住
持
当
時
、
大
寧
寺
は
（
曹
洞
宗
の
、
小
馬
注
）
中
国
西
国
壱
岐
対
馬
管
轄
の
僧
録
（
禅
宗
を
統
括
す
る
僧
職
、
小

馬
注
）
と
な
り
幕
府
の
宗
政
に
参
画
」（
世
良　

一
九
八
〇
、
一
〇
三
）
し
て
い
た
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
鉄
村
は
、
万
事

に
亘
っ
て
四
通
八
達
の
要
と
な
る
べ
き
圧
倒
的
な
地
位
を
占
め
て
い
た
の
だ
。
し
か
も
「
門
末
は
四
百
五
十
五
箇
寺
と
も
四
百
五
十

七
箇
寺
と
も
い
わ
れ
て
い
た
」（
世
良　

一
九
八
〇
、
一
三
四
）
大
寧
寺
に
は
、
同
寺
第
九
世
住
持
の
天
甫
存
佐
を
開
山
と
す
る
末

寺
東
光
寺
が
、
当
時
既
に
五
島
列
島
の
宇
久
島
に
存
在
し
て
い
た
。
鉄
村
は
、「
五
嶌
鹿
嶋
」
の
牛う

し

牧ま
き

で
の
放
牧
の
盛
ん
な
様
を
伝

え
る
報
告
を
同
寺
か
ら
間
違
い
な
く
確
実
に
受
け
取
る
こ
と
の
出
来
る
立
場
に
い
た
の
で
あ
る
。

　

鉄
村
の
斡
旋
で
成
功
裏
に
「
牛
種
」
を
求
め
得
た
向
津
具
村
民
は
、
彼
に
一
層
強
く
心
酔
し
、
益
々
深
く
帰
依
し
て
な
お
も
偏
に

頼
り
、
今
度
は
牛
疫
の
災
因
の
如
何
を
鉄
村
に
聞
き
質
し
、
且
つ
そ
れ
を
防
除
し
得
る
強
力
で
確
実
な
宗
教
的
な
信
仰
に
基
く
対
策

を
求
め
た
。
か
く
し
て
鉄
村
は
、
中
国
の
★
概
念
を
流
用
し
つ
つ
、
且
つ
そ
れ
を
「
唐
音
」
で
シ
イ
と
発
音
し
、
牛
疫
の
災
因
と
な

る
妖
獣
が
そ
の
内
包
と
な
る
新
た
な
概
念
を
導
い
て
人
心
を
掌
握
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

村
人
た
ち
の
深
い
帰
依
を
勝
ち
え
た
鉄
村
は
、
シ
イ
害
の
抑
止
に
足
る
霊
験
殊
に
あ
ら
た
か
な
神
と
し
て
、
当
時
主
に
西
日
本
を
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中
心
に
広
く
最
も
恐
れ
ら
れ
た
三
面
六
臂
の
火
の
神
で
あ
り
、
且
つ
大
本
山
総
持
寺
の
鎮
守
と
も
な
っ
て
い
た
三
宝
荒
神
の
勧
請
を

村
人
に
提
案
し
て
喜
び
迎
え
ら
れ
た
。
し
か
も
、
そ
の
建
策
も
ま
た
功
を
奏
し
て
上
首
尾
を
得
、
向
津
具
村
の
牛
は
そ
の
後
牛
疫
を

生
き
伸
び
て
増
殖
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
シ
イ
の
概
念
が
向
津
具
で
先
ず
確
立
し
、
次
い
で
直
近
の
大
津
郡
の
村
々
へ
、
さ
ら
に

は
長
門
国
全
域
へ
、
そ
れ
か
ら
隣
国
周
防
へ
、
西
日
本
全
域
へ
と
順
次
波
及
し
て
、
行
く
大
き
な
流
れ
が
生
ま
れ
た
の
だ
と
推
定
で

き
る
。

　

ち
な
み
に
、
向
津
具
で
は
楊
貴
妃
漂
着
の
伝
説
が
知
ら
れ
て
き
た
。「
先
大
津
宰
判　

風
土
注
進
案
十
、
向
津
具
村
」（『
防
長
風

土
注
進
案
』
第
一
八
巻
）
の
二
尊
院
の
項
に
は
、「
境
内
に
楊
貴
妃
の
墳
有
之
候
」
と
の
記
載
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
を
受
け
て

「
又
楊
貴
妃
の
墓
は
古
く
言
傳
へ
て
萩
長
壽
寺
に
も
其
傳
あ
り
」
で
始
ま
る
、
か
な
り
充
実
し
た
内
容
解
釈
も
添
え
ら
れ
て
い
る
。

今
こ
の
小
さ
な
一
事
に
徴
し
て
も
、
シ
イ
に
限
ら
ず
、
大
陸
や
半
島
か
ら
諸
々
の
事
物
や
観
念
が
絶
え
ず
溢
れ
出
て
寄
り
来
る
事
態

を
柔
軟
に
受
け
留
て
滑
ら
か
に
同
化
す
る
風
土
と
伝
統
を
育
む
の
が
、
長
門
国
の
歴
史
・
文
化
の
通
則
で
あ
り
続
け
た
と
言
え
そ
う

だ
。

　

何
し
ろ
、
中
世
中
国
地
方
の
大
領
主
で
あ
り
、
応
仁
の
乱
後
荒
廃
し
た
京
都
に
伍
す
と
世
評
さ
れ
た
ほ
ど
の
高
文
化
を
自
領
内
に

扶
植
し
た
大
内
氏
に
は
、
源
平
藤
橘
の
末
を
以
て
任
じ
る
他
の
有
力
な
諸
家
と
は
全
く
異
質
で
独
特
な
矜
持
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、

『
大
内
多
々
良
氏
譜
牒
』
等
で
（
架
空
の
）
百
済
斉
明
王
第
三
皇
子
琳
聖
太
子
の
子
孫
を
自
ら
名
乗
り
、
朝
鮮
王
朝
か
ら
も
特
別
待

遇
を
実
際
に
長
く
得
た
固
有
の
歴
史
的
伝
統
の
反
映
だ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
大
内
文
化
の
根
拠
地
で
あ
っ
た
防
長
両
国
に
は
、
庶
民

の
シ
イ
概
念
受
容
を
た
易
く
助
長
し
得
る
独
特
の
政
治
的
な
歴
史
観
に
根
差
し
た
風
土
が
伝
統
的
に
常
在
し
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
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3
．
牛
祭
に
「
代
入
」
さ
れ
た
歩
射
と
柱
松

　

以
上
の
整
理
を
経
て
も
な
お
容
易
に
拭
い
切
れ
な
い
の
は
、
地
元
の
信
者
の
見
地
を
尊
重
し
よ
う
と
す
る
精
神
を
窺
う
こ
と
の
で

き
る
、
先
の
「
向
津
具
村
向
徳
庵　

牛
馬
安
全
御
札
控
」
の
文
面
で
さ
え
も
な
お
、
寛
永
二
年
に
向
津
具
で
大
量
死
し
た
家
畜
を

（
無
造
作
に
）「
牛
馬
」
と
記
し
て
い
る
と
い
う
謎
で
あ
る
。
同
牛
疫
後
の
具
体
的
な
復
興
策
が
五
島
で
の
「
牛
種
」
の
買
い
付
け
だ

っ
た
事
実
が
裏
付
け
て
い
る
通
り
、「
馬
少
ナ
キ
長
門
」
の
極
北
の
地
で
あ
る
向
津
具
に
万
一
馬
が
い
た
と
し
て
も
極
々
僅
か
だ
っ

た
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
問
題
の
寛
永
牛
疫
時
に
斃
た
馬
が
仮
に
幾
頭
か
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
牛
疫
に
よ
る
混
乱
に
伴
う
飼
養

環
境
全
般
の
劣
悪
化
に
伴
う
避
け
難
い
余
波
と
見
る
の
が
至
当
な
は
ず
な
の
で
あ
る
。

　

こ
の
面
妖
な
問
題
の
謎
解
き
は
、
シ
イ
の
概
念
と
民
俗
と
の
相
互
関
係
を
、
更
に
は
民
俗
伝
承
一
般
が
成
立
す
る
過
程
の
実
情
を

ど
う
捉
え
る
か
と
い
う
、
一
層
大
き
な
枠
組
に
関
す
る
問
題
の
解
決
に
取
り
組
ま
な
い
限
り
、
恐
ら
く
達
成
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
そ

れ
ゆ
え
、
こ
こ
で
一
旦
、
よ
り
大
き
な
射
程
を
確
保
す
る
と
共
に
、
い
わ
ば
映
像
の
被
写
界
深
度
を
増
す
「
強
い
光
」
を
対
象
の
細

部
に
当
て
る
よ
う
な
視
座
を
敢
え
て
採
っ
て
み
よ
う
。

　

最
初
に
着
目
す
る
べ
き
は
、
シ
イ
概
念
の
受
容
と
牛
灯
（
祭
儀
）
と
が
必
ず
し
も
一
対
一
の
対
応
関
係
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
と

い
う
事
実
で
あ
る
。
そ
こ
で
今
、
一
例
と
し
て
、
前
大
津
宰
判
の
真
北
の
沖
合
約
30
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
日
本
海
上
に
浮
か
ぶ
孤
島
で
、

江
戸
時
代
に
は
（
前
大
津
宰
判
に
隣
接
す
る
）
浜
先
宰
判
に
属
し
、
今
は
天
然
記
念
物
の
見
島
牛
で
知
ら
れ
る
、
見
島
の
シ
イ
信
仰

と
そ
の
祭
儀
を
参
照
し
て
み
た
い
。

　

岸
弘
は
、「
近
世
の
朝
鮮
半
島
に
伝
染
病
（
例
え
ば
牛
疫
や
コ
レ
ラ
等
）
の
大
流
行
が
あ
る
と
、
当
年
か
翌
年
に
長
門
を
初
発
と

す
る
大
流
行
が
あ
る
」
と
い
う
相
互
関
係
を
突
き
止
め
て
、
日
本
で
の
牛
疫
流
行
と
い
う
歴
史
的
事
実
の
背
景
を
統
計
的
な
見
地
か
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ら
明
ら
か
に
し
た
。
つ
ま
り
、
牛
疫
の
「
ベ
ク
タ
ー
（
媒
介
者
）
を
漂
着
朝
鮮
船
と
仮
定
し
、
毛
利
家
文
庫
『
公
儀
事
書
控
二
五
九

冊
』『
御
当
職
所
日
記
一
七
八
冊
』
を
主
な
材
料
と
し
て
検
討
を
加
え
」
て
、
そ
の
結
果
長
州
藩
扱
い
一
七
一
、
浜
田
、
出
雲
、
隠

岐
等
の
他
藩
扱
い
七
一
の
事
例
を
確
認
し
た
の
で
あ
る
（
岸　

一
九
八
五
、
二
三
）。
そ
れ
に
よ
る
と
、
長
州
藩
扱
い
の
事
例
で
は

大
津
郡
が
五
五
例
と
最
多
、
分
け
て
も
向
津
具
が
そ
の
内
の
一
九
例
に
昇
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
し
か
し
、（
長
州
藩
の
流
刑
地
）

見
島
は
、
そ
れ
を
も
超
え
て
三
一
例
の
多
き
を
数
え
る
（
岸　

一
九
八
五
、
二
六
－
三
二
）。
つ
ま
り
見
島
は
長
門
沖
合
の
孤
島
で

あ
り
、
朝
鮮
半
島
か
ら
の
漂
流
者
・
漂
流
物
等
が
地
元
民
や
家
畜
に
及
ぼ
す
疫
学
的
な
影
響
は
、
向
津
具
以
上
に
甚
し
か
っ
た
の
だ
。

　

そ
の
見
島
の
シ
イ
民
俗
は
、
恐
ら
く
間
違
い
な
く
鉄
村
玄
鷟
が
創
唱
し
た
シ
イ
概
念
に
触
発
さ
れ
て
間
接
的
に
形
成
さ
れ
た
も
の

だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
そ
の
民
俗
的
な
祭
事
は
向
津
具
の
牛
祭
と
も
、
ま
た
深
川
・
俵
山
等
の
牛
灯
と
も
内
容
が
大
き
く
隔
た
り
、
且

つ
名
称
も
マ
ト
ウ
チ
（
的
射
ち
）
と
言
う
。
山
口
大
学
農
学
部
『
見
島
学
術
調
査
報
告
XVI
』
の
見
島
の
年
中
行
事
、
一
月
七
日
の

項
に
は
、「
長
富
氏
一
家
の
者
8
人
が
本
弓
を
持
つ
て
出
で
、
黒
石
か
ら
浜
の
的
を
射
る
。
こ
れ
を
マ
ト
ウ
チ
と
い
う
。
牛
を
害
す

る
シ
イ
と
い
う
妖
怪
を
弓
で
射
た
と
い
う
古
伝
に
も
と
ず
く
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
日
は
、
女
は
裁
縫
を
し
な
い
」
と
す
る
、

ご
く
短
く
て
淡
白
な
記
述
が
見
ら
れ
る
（
日
野　

一
九
五
二
、
二
三
二
）。

　

他
方
、
民
俗
学
者
の
瀬
川
清
子
は
、
見
島
の
年
中
行
事
の
同
じ
正
月
七
日
の
項
で
（
率
直
に
言
え
ば
、
や
や
文
意
が
取
り
に
く
い

の
だ
が
）
見
島
の
初
祭
に
触
れ
、
そ
の
年
の
当
屋
（
二
軒
の
内
の
一
軒
か
、
そ
れ
と
も
両
方
、
小
馬
注
）
で
竹
の
骨
に
紙
を
貼
っ
た

半
間
四
方
ほ
ど
の
大
き
さ
の
的
を
作
り
、
そ
れ
を
浜
辺
で
射
る
と
報
告
し
て
い
る
。
く
わ
え
て
「
マ
ト
ウ
チ
」
の
項
も
別
に
立
て
、

よ
り
具
体
的
に
こ
う
説
明
を
加
え
た
。
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マ
ト
ウ
チ
―
シ
イ
と
い
う
片
目
の
も
の
が
牛
に
食
い
つ
く
の
で
、
的
を
つ
く
っ
て
シ
イ
を
射
た
と
い
う
伝
え
で
あ
る
。
故

に
牛
を
追
う
に
も
シ
イ
と
い
う
。
そ
の
記
念
（
祈
念
か
、
小
馬
注
）
に
正
月
七
日
七
人
の
オ
ハ
レ
（
お
祓
い
の
意
か
、
小
馬

注
）
を
し
た
。
組
の
者
は
麻
の
上
下
、
肩
衣
を
着
て
す
る
の
で
イ
シ
ョ
ウ
ゾ
ロ
エ
と
も
い
っ
た
。
海
の
中
に
た
て
た
的
を
射
落

す
。
そ
の
次
に
鳥
居
の
前
の
桟
敷
に
並
ん
で
、
ク
ミ
ノ
モ
ノ
が
太
鼓
を
そ
ろ
え
て
唄
を
う
た
う
た
。

　
　

ト
ン　

ト
ン　

ト
ー
ン

　
　

ヤ
ハ
ラ
チ
ュ
ウ
ラ

　
　

ヤ
ー
リ
ヒ
ヨ
ウ　

ア
ー
オ

と
三
度
合
唱
す
る
。
後
に
当
家
か
ら
お
神
酒
が
出
る
。
ク
ミ
ノ
モ
ノ
に
な
る
の
は
家
柄
の
よ
い
者
で
「
三
〇
円
で
オ
ハ
ラ
（
先

の
「
オ
ハ
レ
」
に
同
じ
か
、
小
馬
注
）
に
出
る
位
を
永
代
す
る
」
と
い
っ
て
売
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
時
代
に
よ
っ
て
家
柄
が
狂

う
か
ら
売
り
買
い
す
れ
ば
肩
が
揃
う
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
日
縫
い
物
を
せ
ぬ
。（
瀬
川　

一
九
七
五
、
二
一
六
）

　

先
に
引
い
た
日
野
の
簡
単
な
報
告
と
は
や
ゝ
趣
を
異
に
し
て
、
瀬
川
の
記
述
に
は
素
朴
で
も
表
情
豊
か
な
肉
付
け
が
あ
る
。
今
、

小
稿
の
文
脈
に
お
い
て
分
け
て
も
同
報
告
が
大
切
な
意
味
を
持
つ
の
は
、
見
島
で
は
牛
疫
の
災
因
を
シ
イ
概
念
に
よ
っ
て
可
視
化
し

て
受
容
し
た
後
、
シ
イ
害
防
除
の
た
め
に
、
歩
射
（
ぶ
し
ゃ
、
か
ち
ゆ
み
）
と
い
う
よ
り
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
武
家
の
行
事
を

援
用
し
て
シ
イ
民
俗
を
展
開
し
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
向
津
具
村
に
固
有
の
諸
事
情
を
反
映
し
て
同
地
で
最
初
に
構

築
さ
れ
た
「
牛
祭
」
を
、
社
会
構
造
も
文
化
伝
統
も
大
き
く
異
な
る
見
島
で
そ
の
ま
ま
踏
襲
す
る
の
は
、
必
ず
し
も
現
実
的
で
は
あ

り
え
な
い
。
そ
こ
で
、
シ
イ
概
念
を
見
島
独
自
の
古
く
か
ら
の
悪
魔
払
い
の
伝
統
に
接
ぎ
木
し
た
の
が
、「
マ
ト
ウ
チ
」
儀
礼
な
の
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だ
と
推
定
で
き
る
。

　

さ
て
、『
防
長
風
度
注
進
案
』
中
、
俵
山
村
と
共
に
シ
イ
と
牛
灯
に
関
す
る
格
別
に
精
彩
で
豊
か
な
記
事
が
載
る
前
大
津
宰
判
の

深
川
（
深
河
）
村
の
事
情
に
も
、
見
島
に
通
じ
る
一
面
が
あ
る
。
た
だ
し
、
牛
祭
に
は
歩
射
で
は
な
く
、
や
は
り
こ
れ
も
古
い
火
祭

で
あ
る
「
柱
松
」
が
「
代
入
」
さ
れ
た
。
そ
の
一
方
、
恐
ら
く
牛4

祭
と
重
ね
合
わ
せ
る
趣
旨
を
明
快
に
し
て
お
く
べ
く
、
そ
れ
を

「
牛4

灯
」
と
命
名
し
た
の
で
あ
ろ
う
。『
防
長
風
度
注
進
案
』
の
次
の
記
事
に
、
そ
う
し
た
事
情
の
一
端
が
窺
え
る
。

　
（
七
月
、
小
馬
注
）
十
四
日
十
五
日
盂
蘭
盆
會
休
日
佛
祭
世
上
に
異
な
る
義
無
御
座
候
、
毎
軒
燈
籠
を
か
け
候
、
又
七
日
よ

り
盆
中
夜
々
牛
燈
と
て
川
原
又
は
野
中
へ
童
部
共
群
り
、
家
々
に
て
麥
藁
を
貰
ひ
來
り
、
二
間
餘
の
竿
頭
へ
麥
藁
に
て
酸
漿
形

の
も
の
を
調
へ
つ
け
ほ
う
つ
き
と
申
て
是
を
建
、
麥
藁
竹
な
と
の
松
明
へ
火
を
附
、
是
を
竿
頭
の
ほ
う
つ
き
へ
投
込
戯
れ
候
、

此
戯
れ
な
き
年
は
水
中
よ
り
片
目
と
云
ふ
も
の
出
候
て
牛
多
く
死
と
申
し
傳
候
、
家
々
麥
藁
を
吝
ミ
出
し
不
申
も
の
ハ
牛
必
死

と
申
、
大
概
望
ミ
に
任
せ
候
、
又
牛
屋
に
鮑
の
殻
を
も
さ
け
候
、
右
の
竿
ハ
大
寧
寺
よ
り
貰
候
習
せ
湯
本
に
は
古
來
よ
り
の
事

と
申
候
。（
傍
線
は
小
馬
）

　

傍
線
部
に
名
が
出
る
湯
本
は
、
深
川
村
の
内
で
も
大
寧
寺
の
ま
さ
し
く
門
前
に
位
置
す
る
、
深
川
川
（
ふ
か
わ
が
わ
）
上
流
部
の

集
落
で
あ
る
。
右
の
傍
線
部
の
内
容
は
、
先
ず
湯
本
で
牛
灯
行
事
が
成
立
し
て
他
へ
伝
播
し
た
と
推
定
さ
せ
る
点
で
極
め
て
重
要
な

も
の
だ
。
火
祭
り
で
あ
る
柱
松
が
牛
祭
に
「
代
入
」
さ
れ
た
の
は
、
向
津
具
の
牛
祭
が
（
最
も
恐
ろ
し
い
火
の
神
、
三
宝
荒
神
を
祀

る
）
荒
神
祭
と
銘
打
た
れ
て
い
た
事
実
に
由
来
す
る
、
火
と
の
連
想
の
所
産
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
既
に
論
じ
た
通
り
、「
柱
松
」
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と
は
何
で
も
飲
み
込
む
融
通
無
碍
な
カ
バ
ン
語
で
あ
る
（
前
編
第
二
章
第
2
節
）。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
儀
礼
は
幾
つ
も
の
意
味
の
重

合
を
許
す
一
種
の
方
便
に
も
な
り
得
る
。
そ
し
て
、
柱
松
の
機
能
の
一
つ
に
「
牛
馬
の
安
全
祈
願
」
が
あ
る
結
果
と
し
て
、
柱
松
儀

礼
の
形
を
借
り
て
牛
疫
退
散
を
祈
念
す
る
牛
灯
儀
礼
も
ま
た
、「
牛
馬
の
安
全
祈
願
」
の
祭
儀
と
混
同
さ
れ
る
（
或
い
は
、
積
極
的

に
同
一
視
さ
れ
る
）
結
果
に
繫
が
っ
た
の
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
本
来
の
「
所
願
成
就
」
は
、
柱
松
の
カ
バ
ン
語
柱

を
仲
立
ち
と
し
て
い
わ
ば
「
諸
願
成
就
」
で
も
あ
り
得
た
の
で
あ
る
。

4
．「
只
管
打
座
」
か
、
密
教
・
修
験
導
入
か

　

と
こ
ろ
で
、「
直
視
人
心
」
ま
た
は
「
見
性
（
成
仏
）」、
す
な
わ
ち
瞑
想
を
通
じ
て
本
来
自
ら
に
備
わ
っ
て
い
る
仏
性
を
見
出
し

て
（
釈
迦
の
如
く
）
悟
り
を
開
い
て
仏
と
な
る
こ
と
を
根
本
精
神
と
す
る
禅
宗
の
明
澄
な
教
義
に
照
ら
せ
ば
、
大
寧
寺
と
鉄
村
が
呪

術
的
な
牛
祭
や
牛
灯
の
儀
礼
に
積
極
的
に
深
く
関
わ
っ
た
姿
勢
は
、
一
見
奇
異
に
思
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
教
化
理
念
に

於
て
、（
日
本
に
密
教
を
も
た
ら
し
た
空
海
が
追
求
し
た
）
即
身
成
仏
を
極
点
と
し
て
此
岸
的
な
救
い
を
重
視
し
て
き
た
密
教
色
を

受
容
す
る
こ
の
点
に
こ
そ
、
む
し
ろ
大
寧
寺
と
鉄
村
が
実
際
に
持
ち
得
た
力
強
い
教
化
観
や
教
化
力
の
源
泉
を
見
出
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

と
い
う
の
も
、
先
ず
大
寧
寺
の
本
山
で
あ
る
能
登
国
総
持
寺
の
寺
号
の
由
来
と
な
っ
た
「
総
持
」
の
語
が
（
仏
教
典
中
で
中
国
語

に
よ
る
意
訳
が
叶
わ
ず
、
音
の
み
を
映
し
た
部
分
を
意
味
す
る
）
陀
羅
尼
の
異
称
で
あ
る
こ
と
が
端
的
に
示
す
通
り
、
総
持
寺
系
の

曹
洞
宗
の
宗
旨
と
そ
の
教
化
の
姿
勢
に
は
、
密
教
や
（
日
本
古
来
の
神
観
念
が
密
教
と
強
く
習
合
し
て
形
成
さ
れ
た
）
修
験
道
の
影

響
が
色
濃
く
見
ら
れ
る
。
能
登
国
時
代
の
総
持
寺
（
今
日
の
総
持
寺
祖
院
）
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
火
失
を
受
け
て
一
九
〇
七
年
に
今
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日
の
横
浜
市
鶴
見
区
に
移
転
し
た
現
在
の
総
持
寺
で
も
、
依
然
一
貫
し
て
三
宝
荒
神
が
鎮
守
神
で
あ
り
続
け
て
い
る
事
実
が
、
そ
の

姿
勢
を
象
徴
的
に
証
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

　

さ
て
、
大
寧
寺
が
属
す
る
曹
洞
宗
通
幻
派
の
祖
、
通
幻
寂
霊
（
一
三
二
二
－
九
一
）
は
、
総
持
寺
の
第
二
世
住
持
と
し
て
曹
洞
宗

発
展
の
礎
を
築
い
た
峨
山
韶
碩
（
一
二
七
五
－
一
三
六
六
）
の
教
え
を
受
け
、
後
に
総
持
寺
第
五
世
住
持
と
な
っ
て
そ
の
法
統
を
嗣

い
だ
。
通
幻
と
そ
の
弟
子
た
ち
は
、
や
が
て
曹
洞
宗
で
最
大
の
門
派
、
通
幻
派
を
作
り
出
す
の
だ
が
、
そ
の
原
動
力
と
な
っ
た
も
の

こ
そ
が
、
ま
さ
に
峨
山
韻
碩
が
重
視
し
た
修
験
的
な
要
素
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
他
な
ら
ぬ
そ
の
土
俗
的
な
要
素
こ
そ
が
、

曹
洞
宗
の
教
え
が
庶
民
に
滑
ら
か
に
広
く
受
容
さ
れ
て
土
地
土
地
に
深
く
定
着
す
る
う
え
で
、
決
定
的
な
媒
介
的
役
割
を
担
っ
た
も

の
で
あ
っ
た
。

　

総
持
寺
の
門
派
は
、
そ
の
開
山
螢
山
紹
瑾
（
一
二
六
八
－
一
三
二
五
）
に
因
ん
で
、
先
ず
螢
山
派
と
称
さ
れ
た
。
同
派
は
、
螢
山

の
弟
子
で
あ
る
峨
山
韶
碩
や
明
峯
素
哲
（
一
二
二
七
－
一
三
五
〇
、
総
持
寺
と
並
ぶ
拠
点
寺
院
で
あ
る
加
賀
国
大
乗
寺
第
三
世
住

持
）
等
を
支
柱
と
し
て
、
加
賀
国
白
山
信
仰
に
繫
が
る
天
台
系
の
寺
院
、
並
び
に
そ
れ
ら
の
寺
院
の
縁
に
繫
が
る
修
験
者
層
と
結
び

付
き
、
総
持
寺
を
拠
点
に
、
極
め
て
旺
盛
な
教
化
活
動
を
全
国
展
開
し
た
。
同
派
は
、
や
が
て
室
町
時
代
末
期
に
な
る
と
、
か
つ
て

道
元
が
拠
っ
た
越
前
国
永
平
寺
を
も
圧
倒
し
て
、
曹
洞
宗
全
体
の
大
発
展
の
構
造
的
な
基
盤
を
確
立
す
る
。

　

な
お
、
螢
山
は
徹
通
義
价
（
一
二
一
九
－
一
三
〇
九
、
永
平
寺
第
三
世
住
持
）
の
法
嗣
と
な
り
、
師
で
あ
る
徹
通
が
か
つ
て
属
し

て
い
た
達
磨
宗
の
宗
徒
意
識
を
持
ち
続
け
た
と
さ
れ
る
。
達
磨
宗
と
は
、
平
安
末
か
ら
鎌
倉
初
に
摂
津
国
水
田
の
三
宝
寺
で
全
く
独

自
に
悟
り
を
開
い
て
禅
法
を
広
め
た
大
日
能
忍
（
生
没
年
不
詳
）
の
門
流
の
こ
と
で
、
そ
の
教
化
理
念
の
特
徴
と
し
て
は
、
密
教
色

の
受
容
・
導
入
と
、
特
に
女
人
救
済
を
柱
と
す
る
在
家
主
義
が
挙
げ
ら
れ
る
。
か
く
し
て
、
螢
山
派
に
は
徹
通
の
教
え
の
残
響
が
長
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く
あ
っ
た
の
だ
。

　

日
本
の
曹
洞
宗
の
理
念
に
は
、
純
粋
無
垢
な
「
正
伝
の
仏
教
」
を
樹
立
し
よ
う
と
「
只
管
打
座
」、
つ
ま
り
余
念
を
交
え
ず
に
ひ

た
す
ら
座
禅
を
す
る
こ
と
を
理
念
と
し
て
実
践
し
た
道
元
が
代
表
す
る
独
自
の
側
面
が
、
確
か
に
あ
る
。
だ
が
、「
只
管
打
座
」
と

は
庶
民
に
は
余
り
に
も
高
踏
的
で
、
且
つ
そ
の
日
常
生
活
か
ら
完
全
に
遊
離
し
て
も
い
て
、
そ
の
ま
ま
で
は
と
て
も
馴
染
ん
で
実
践

し
得
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　

庶
民
の
教
化
に
は
、
庶
民
の
暮
ら
し
と
心
理
に
無
理
な
く
馴
染
む
密
教
や
修
験
道
の
要
素
が
欠
か
せ
な
か
っ
た
。
曹
洞
宗
螢
山
派

や
そ
の
流
れ
を
汲
む
通
幻
派
は
、
そ
れ
ら
の
要
素
を
決
し
て
排
除
せ
ず
、
む
し
ろ
積
極
的
な
善
用
に
努
め
た
の
で
あ
る
。
通
幻
派
に

連
な
る
鉄
村
等
は
、
修
験
と
の
強
い
関
連
性
が
知
ら
れ
る
柱
松
祭
事
も
、
ま
た
シ
イ
の
よ
う
な
妖
獣
の
創
出
に
よ
る
不
可
視
の
災
因

の
概
念
化
・
可
視
化
さ
え
も
、
そ
う
し
た
教
化
の
た
め
の
一
つ
の
方
便
と
見
な
し
て
い
た
は
ず
だ
。
鉄
村
が
大
寧
寺
住
持
職
を
辞
し

た
後
、
向
津
具
村
の
久
津
浦
に
渡
っ
て
ま
ず
真
言
密
教
の
古
刹
で
あ
る
二
尊
院
を
訪
ね
、
そ
の
荒
廃
振
り
を
痛
嘆
し
た
の
も
、
鉄
村

が
密
教
と
の
縁
浅
か
ら
ぬ
総
持
寺
系
の
教
義
に
深
く
帰
依
し
て
い
た
が
ゆ
え
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　

さ
て
、
向
津
具
の
村
牛
再
建
の
成
功
が
後
に
強
く
世
間
の
耳
目
を
引
く
こ
と
に
な
る
決
定
的
な
契
機
は
、
間
違
い
な
く
西
日
本
の

農
民
た
ち
が
等
し
く
味
わ
っ
た
寛
永
十
五
年
（
一
六
三
七
）
か
ら
の
「
寛
永
牛
疫
」
大
流
行
時
の
地
獄
を
見
る
が
如
き
経
験
だ
っ
た
。

た
だ
し
、
鉄
村
は
そ
の
年
の
秋
に
病
没
す
る
。
だ
が
、
彼
の
最
晩
年
の
俄
か
な
老
衰
こ
そ
が
牛
祭
と
い
う
外
形
へ
歩
射
（
見
島
）
や

柱
松
（
湯
本
）
を
代
入
を
す
る
形
で
の
緩
や
か
で
自
在
な
対
処
法
の
実
施
を
容
易
に
し
た
、
も
う
一
つ
の
大
き
な
要
因
だ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
こ
に
民
俗
化
の
一
つ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し
て
の
「
教
化
」
と
「
代
入
」
の
柔
軟
で
相
補
的
な
構
造
連

関
が
見
え
て
来
る
の
で
あ
る
。
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5
．
識
字
人
に
よ
る
「
荘
厳
化
」

　

と
こ
ろ
で
、
現
在
所
在
不
明
の
文
書
、「
寛
永
三
年
戌
八
月
、
向
津
具
村
中
牛
馬
安
全
守
神
歡
請
荒
神
社
〆
り
書
之
事
」
の
内
容

を
強
く
連
想
さ
せ
る
古
文
献
（
の
写
し
）
が
、
実
は
存
在
す
る
。
そ
れ
が
、
長
門
市
総
合
文
化
財
セ
ン
タ
ー
（「
ヒ
ス
ト
リ
ア
な
が

と
」）
所
蔵
の
「
山
崎
徳
三
郎
郷
土
研
究
資
料
」
No.‌

11
―

1
、『
向
津
具
庵
、
二
尊
院
』
中
の
「
向
津
庵
記
録
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

萩
原
新
一
の
『
大
津
郡
志
』
編
纂
に
大
き
く
協
力
し
た
山
崎
が
、
向
徳
寺
所
蔵
の
同
文
書
を
昭
和
二
六
年
（
一
九
五
〇
）
四
月
二
〇

日
、
イ
ン
ク
で
原
稿
用
紙
に
書
き
写
し
た
も
の
だ
―
細
部
に
は
曖
昧
な
所
が
目
立
つ
。

　

こ
の
文
書
は
、
寛
永
二
年
の
牛
疫
流
行
の
時
と
は
特
定
し
て
は
い
な
い
も
の
の
、
鉄
村
が
総
持
寺
か
ら
霊
験
あ
ら
た
か
な
大
荒
神

を
勧
請
し
て
、
人
と
牛
馬
を
共
に
救
っ
た
と
し
て
い
る
。
く
わ
え
て
、
そ
の
鉄
村
和
尚
入
寂
の
描
写
は
、
寛
永
一
五
年
十
月
十
二
日

に
些
か
病
ん
で
没
し
た
と
酷
く
手
短
に
恬
淡
と
記
し
て
い
る
「
向
津
具
村
向
徳
庵　

牛
馬
安
全
御
札
控
」
と
は
際
立
っ
て
対
照
的
に
、

次
の
ご
と
く
極
端
な
ま
で
に
神
秘
化
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
点
が
筆
者
の
眼
を
強
く
引
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

御
開
山　

御
入
滅
前
之
年
（
寛
永
十
四
年
、
小
馬
注
）
六
月
三
日
、
弟
子
中
不
残
祝
賀
ニ
被
致
登
庵
御
相
対
礼
終
て
、
和
尚

し
ば
ら
く
目
を
と
し
黙
然
被
成
候
而
弟
子
中
へ
被
仰
出
候
ハ
、
我
者
明
年
十
月
十
一
日
遷
化
可
致
候
へ
と
も
、
十
一
日
者
我
寺

御
開
山
先
尊
御
入
滅
之
御
忌
日
な
れ
は
十
二
日
ニ
可
致
示
寂
間
、
な
ん
じ
ら
心
に
深
存
知
、
不
可
為
他
言
と
強
く
禁
じ
た
ま
い
、

形
見
可
被
取
と
而
各
々
へ
米
壱
俵
宛
被
遣
候
所
、
皆
々
不
審
不
精
他
言
之
御
禁
堅
相
守
居
候
所
、
明
年
当
た
り
日
ニ
及
へ
と
も

御
気
色
弥
盛
ニ
ま
し
ま
す
故
、
尚
以
不
審
不
止
。
此
際
儀
宗
頓
ニ
問
候
へ
ハ
為
知
識
之
處
究
無
之
と
被
申
、
別
ニ
御
遷
化
無
知
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者
十
日
之
日
被
仰
候
ハ
我
遷
化
後
之
作
廻
能
之
被
仰
合
十
二
日
朝
六
ツ
過
無
何
之
気
色
丈
室
へ
御
入

（
（2
（

■
安
座
被
成
、
如
眠
御
遷

化
候
。

　

こ
こ
で
は
、
引
用
文
中
で
も
特
に
問
題
に
し
た
い
部
分
の
要
旨
の
み
を
以
下
に
簡
潔
に
記
そ
う
。
鉄
村
は
死
去
す
る
前
年
、
自
分

は
来
年
十
月
十
一
日
に
本
来
死
ぬ
べ
き
な
の
だ
が
、
十
一
日
は
「
我
寺
御
開
山
先
尊
」（
大
寧
寺
初
代
住
持
、
総
持
寺
第
二
十
世
住

持
、
石
屋
真
梁
）
の
命
日
で
あ
る
の
で
（
同
日
を
避
け
て
）
十
二
日
に
死
ぬ
こ
と
に
し
た
と
弟
子
た
ち
に
告
げ
る
と
共
に
固
く
他
言

を
禁
じ
、
形
見
と
し
て
米
を
一
俵
ず
つ
贈
っ
た
。
だ
が
、
翌
年
そ
の
予
定
日
が
近
付
い
て
き
て
も
い
た
っ
て
元
気
で
、
弟
子
た
ち
の

不
審
は
止
ま
な
か
っ
た
。（
中
略
）
十
月
十
日
、
鉄
村
は
死
後
の
諸
事
の
取
り
扱
い
を
指
示
し
、
十
二
日
の
六
つ
時
（
午
前
六
時
頃
）

過
ぎ
に
病
ん
だ
様
子
も
見
せ
ず
に
方
丈
へ
入
る
と
、
胡
座
を
組
ん
で
眠
る
よ
う
に
亡
く
な
っ
た
。

　

な
お
、「
我
寺
御
開
山
先
尊
」
と
は
大
寧
寺
開
山
石
屋
真
梁
の
こ
と
で
、
彼
は
応
永
三
十
年
（
一
四
二
三
）
五
月
十
一
日
に
七
十

九
歳
で
没
し
て
い
る
。
自
ら
の
死
期
の
迫
っ
て
い
る
の
を
一
年
前
に
悟
っ
た
鉄
村
だ
が
、
そ
の
師
の
命
日
で
あ
る
同
じ
十
一
日
に
死

ぬ
の
を
憚
っ
て
、
不
思
議
を
現
じ
た
と
言
う
、
謎
め
い
た
筋
立
て
で
あ
る
。
鉄
村
が
当
時
と
し
て
は
大
変
な
高
齢
で
、
し
か
も
酷
く

病
み
つ
き
も
せ
ず
に
心
静
か
に
没
し
た
こ
と
、
な
ら
び
に
月
命
日
が
偶
々
石
屋
真
梁
と
一
日
違
い
だ
っ
た
こ
と
を
う
ま
く
組
み
合
わ

せ
て
、
神
秘
化
（
荘
厳
化
）
に
努
め
た
中
世
・
近
世
「
神
話
」
で
あ
ろ
う
。
先
述
の
通
り
、
大
寧
寺
に
は
、
母
親
が
霊
夢
を
見
た
と

す
る
鉄
村
生
誕
に
因
む
神
秘
化
さ
れ
た
逸
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
ま
た
彼
の
隠
居
寺
で
あ
る
向
津
庵
に
は
、
そ
れ
と
好

一
対
の
臨
終
の
神
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　

因
み
に
、
大
寧
寺
が
一
翼
を
担
う
通
幻
派
の
祖
で
あ
る
通
幻
寂
霊
（
一
三
二
二
－
九
一
）
に
も
同
様
に
、
生
誕
に
因
む
次
の
よ
う
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な
神
秘
的
な
逸
話
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
亡
き
母
の
墓
の
中
で
生
ま
れ
た
と
い
う
そ
の
絶
体
絶
命
の
窮
境
に
因
ん
で
、
僧
名
を
寂
霊

（
孤
独
な
亡
霊
）
と
し
た
と
い
う
の

（
（2
（

だ
。
出
家
と
は
、
い
わ
ば
生
き
な
が
ら
片
足
を
あ
の
世
に
踏
み
入
れ
る
こ
と
だ
と
す
れ
ば
、
寂

霊
は
生
ま
れ
る
こ
と
が
即
出
家
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
、
ま
さ
に
特
異
な
存
在
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
鉄
村
玄
鷟
と
通
幻
寂
霊
、
い
ず

れ
の
不
可
思
議
な
生
誕
伝
説
も
、
釈
迦
牟
尼
生
誕
神
話
の
日
本
的
な
異
版
で
あ
る
こ
と
は
明
白
だ
。
た
だ
し
、
類
型
的
な
前
者
は
そ

の
神
秘
性
を
希
釈
し
て
貧
弱
だ
が
、
後
者
に
は
独
自
の
力
が
漲
っ
て
い
る
。
自
身
の
一
切
の
喜
び
を
徹
底
的
に
排
し
て
、
存
在
の
第

一
歩
目
か
ら
最
期
に
到
る
ま
で
彼
岸
と
此
岸
の
狭
間
に
身
を
置
き
続
け
る
過
酷
な
運
命
を
負
わ
さ
れ
て
「
生
ま
れ
た
」
幽
霊
（
寂

霊
）
と
い
う
奇
怪
な
概
念
は
、
仏
法
布
教
上
の
究
極
の
方
便
と
言
え
る
も
の
だ
。
そ
の
名
を
負
っ
た
寂
霊
に
は
、
教
化
の
た
め
に
あ

り
と
あ
ら
ゆ
る
方
便
を
弄
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
、
む
し
ろ
そ
の
実
践
を
託
さ
れ
た
存
在
だ
と
い
う
自
負
に
通
じ
る
凄
味
を
覚
え
ざ
る

を
得
な
い
。

　

大
切
な
の
は
次
の
点
だ
。
教
化
の
理
念
に
も
添
う
こ
う
し
た
、
同
時
に
通
俗
化
で
も
神
聖
化
で
も
あ
る
両
義
的
な
「
神
秘
化
」
へ

と
志
向
す
る
力
は
、
寛
永
二
年
の
向
津
具
の
牛
疫
流
行
時
の
鉄
村
の
目
を
瞠
る
べ
き
功
績
に
も
当
然
及
び
、
関
係
寺
院
は
鋭
意
そ
の

実
践
に
努
め
た
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
鉄
村
が
牛
の
み
な
ら
ず
馬
も
、
ま
た
人
さ
え
も
残
ら
ず
救
っ
た
と
し
て
事
績
の
過
大
で
核
心

を
逸
れ
た
誇
張
が
図
ら
れ
た
結
果
、
寛
永
二
年
に
向
津
具
で
牛
馬
全
滅
と
い
う
言
説
が
生
ま
れ
た
と
解
し
て
も
、
大
き
な
無
理
は
あ

る
ま
い
。
な
お
、
こ
う
し
た
庶
民
有
卦
志
向
の
言
説
が
流
布
し
た
痕
跡
の
称
揚
が
、
通
時
的
に
大
方
の
識
字
階
層
の
エ
ー
ト
ス
だ
っ

た
ら
し
い
こ
と
を
、『
大
津
郡
志
』
の
内
容
と
文
体
が
教
え
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
如
く
、
寺
社
等
の
識
字
層
に
よ
る
不
断
の
神
秘
化
も
、
教
化
に
随
伴
す
る
「
民
俗
化
」
の
一
つ
の
強
力
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
だ
っ

た
と
言
え
る
。
こ
れ
を
「
荘
厳
化
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。
当
該
の
事
例
で
は
、
本
来
、
行
為
主
体
も
、
ま
た
そ
の
志
向
性
も
異
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な
る
は
ず
の
「
荘
厳
化
」
作
用
と
柱
松
の
「
代
入
」
作
用
と
が
相
俟
っ
て
構
造
化
さ
れ
、
牛
疫
流
行
の
事
実
も
牛
灯
行
事
の
目
的
も

共
に
、
客
観
視
（
と
そ
れ
に
基
づ
く
後
代
の
研
究
）
が
困
難
な
ま
で
に
変
形
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
拙
く
も
果
敢
な
小
稿
の
実
践

の
ご
と
く
、
薄
皮
を
一
枚
一
枚
根
気
よ
く
丹
念
に
剝
が
し
続
け
る
他
に
は
、
そ
の
虚
構
性
を
突
止
め
る
有
効
な
実
践
的
手
段
が
無
い

も
の
と
思
わ
れ
る
。

八
、
シ
イ
信
仰
の
傍
系
地
帯
と
「
失
わ
れ
た
鐶
」
鉄
村
玄
鷟

　

小
稿
に
残
さ
れ
た
い
よ
い
よ
最
後
の
も
の
と
な
る
極
め
て
重
大
な
課
題
は
―
第
三
章
第
1
節
で
述
べ
た
通
り
―
シ
イ
信
仰
の

「
正
系
」
と
「
傍
系
」
両
地
の
相
互
関
係
を
、「
失
わ
れ
た
鐶
」
の
発
見
を
通
じ
て
解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
正
系
の
中
核
地
帯
が
旧

長
州
藩
領
、
分
け
て
も
長
門
国
の
北
西
端
に
あ
た
る
大
津
郡
一
帯
（
特
に
旧
先
大
津
宰
判
の
地
）
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
シ
イ
が
牛
馬

で
は
な
く
本
来
牛
を
襲
っ
た
こ
と
と
そ
の
歴
史
的
な
意
味
を
、
牛
疫
流
行
の
歴
史
的
記
憶
を
参
照
し
な
が
ら
、
こ
こ
ま
で
縷
々
論
じ

て
来
た
。
一
方
、
シ
イ
が
専
ら
馬
の
み
を
襲
う
旧
筑
後
国
・
肥
後
国
を
傍
系
と
見
做
せ
る
こ
と
に
も
既
に
予
備
的
に
触
れ
た
。
そ
の

う
え
で
、
牛
灯
祭
儀
が
初
発
す
る
契
機
を
与
え
た
鉄
村
玄
鷟
が
、
シ
イ
信
仰
の
「
正
系
」
の
地
と
「
傍
系
」
の
地
を
繫
ぐ
「
失
わ
れ

た
鐶
」
で
あ
る
こ
と
も
ま
た
予
告
し
て
お
い
た
。
本
章
で
は
、
い
よ
い
よ
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
こ
の
最
後
の
課
題
の
解
決
に
取
り

組
む
。

1
．
正
系
と
傍
系
を
繫
ぐ
「
失
わ
れ
た
鐶
」
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本
章
の
出
発
点
に
置
く
べ
き
は
、
久
留
米
藩
の
古
い
文
献
が
極
め
て
手
短
に
触
れ
て
い
る
、
同
地
で
最
初
の
シ
イ
出
没
事
件
の
記

録
で
あ
る
。
筆
者
は
、
旧
稿
で
そ
れ
を
次
の
よ
う
に
紹
介
し
た
。

　

久
留
米
藩
士
で
医
師
、
且
つ
文
人
と
し
て
も
知
ら
れ
た
杉
山
清
兵
衛
正
仲
が
著
し
た
『
米
府
紀
事
略
目
録
』
は
、
天
明
六
年

（
一
七
八
六
）
ま
で
に
は
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
巻
之
七
に
次
の
記
事
が
見
え
る
。「
寛
永
（
一
六
二
四
－

四
四
、
小
馬
注
）
の
初
、
久
留
米
城
中
、
土
人
の
厩
に
★
来
た
り
て
馬
を
悩
ま
し
け
る
を
、
主
人
槍
に
て
突
き
殺
し
た
り
、
其

名
不
詳
」。�

（
小
馬　

二
〇
二
二
ｂ
、
七
七
－
七
八
）

　

寛
永
は
、
元
和
一
〇
年
（
一
六
二
四
）
二
月
三
〇
日
に
始
ま
り
、
甲
子
革
命
説
に
よ
る
改
元
で
同
二
一
年
（
一
六
四
六
）
十
二
月

一
六
日
に
正
保
へ
と
年
号
が
変
更
さ
れ
て
幕
を
閉
じ
る
。
そ
し
て
、「
寛
永
牛
疫
」
が
起
き
た
寛
永
一
五
－
一
九
年
の
期
間
は
、
寛

永
時
代
（
一
六
二
四
－
四
六
）
の
後
半
、
い
や
む
し
ろ
終
盤
近
く
に
当
た
り
、
右
の
引
用
文
中
の
「
寛
永
の
初
」
に
は
全
く
該
当
し

な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
引
用
文
中
の
「
寛
永
の
初
」
の
出
来
事
は
、
向
津
具
の
寛
永
二
年
の
「
牛
疫
」
流
行
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
起
き
た

と
言
え
よ
う
。

　

ま
だ
向
津
具
村
で
寛
永
二
年
に
牛
疫
流
行
が
あ
っ
た
事
実
を
究
明
す
る
以
前
の
こ
と
な
が
ら
、
筆
者
は
右
の
旧
稿
中
で
、
久
留
米

の
シ
イ
が
、
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
に
周
防
国
山
口
か
ら
筑
前
国
野
北
村
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
と
は
別
由
来
の
も
の
で
あ
る
可
能

性
が
高
い
と
推
定
し
、
こ
う
述
べ
て
い
る
。「
或
る
生
き
物
が
城
中
の
厩
の
馬
を
襲
っ
た
（
と
解
さ
れ
る
）
久
留
米
の
こ
の
事
件
を

き
っ
か
け
と
し
て
、
武
士
や
僧
侶
の
内
で
も
漢
籍
に
よ
く
通
じ
た
筑
後
の
識
字
層
の
誰
か
が
、
中
国
の
諸
書
に
出
る
★
を
連
想
し
て
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独
自
に
シ
イ
概
念
を
直
に
導
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
」（
小
馬　

二
〇
二
二
ｂ
、
七
八
）。

　

と
こ
ろ
が
、
後
々
筑
後
の
古
い
文
献
を
更
に
幾
ら
調
べ
て
み
て
も
、
右
の
仮
説
を
裏
付
け
る
材
料
を
見
出
せ
な
か
っ

（
（2
（

た
。
し
か
る

に
、
長
州
藩
の
文
献
調
査
か
ら
筆
者
の
仮
説
を
支
持
す
る
材
料
が
、
間
接
的
な
が
ら
も
浮
上
し
て
来
た
。
そ
れ
が
、
向
津
具
の
牛
疫

流
行
を
牛
祭
挙
行
で
克
服
し
た
鉄
村
の
存
在
だ
っ
た
。

　

た
だ
し
、
筑
後
で
の
シ
イ
概
念
の
初
発
は
、
予
想
通
り
の
完
全
に
独
立
し
た
直
接
的
な
過
程
で
は
な
か
っ
た
。
そ
う
で
は
な
く
、

「
失
わ
れ
た
鐶
」
鉄
村
と
の
接
触
が
あ
っ
た
直
後
に
右
の
事
件
が
起
き
て
、
シ
イ
概
念
が
そ
の
解
釈
の
恰
好
の
受
け
皿
と
な
り
、
そ

れ
を
契
機
に
シ
イ
概
念
が
筑
後
国
で
も
広
く
受
容
さ
れ
た
、
と
再
解
釈
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

2
．
鉄
村
、
豊
前
国
羅
漢
寺
を
再
興
す
る

　

先
ず
、
鉄
村
を
当
該
の
「
失
わ
れ
た
鐶
」
と
確
か
に
見
做
せ
る
理
由
を
述
べ
た
い
。
鉄
村
は
、
教
化
（
＝
大
寧
寺
の
教
勢
拡
大
）

に
並
々
な
ら
ぬ
意
欲
を
抱
い
て
い
た
。
彼
は
、
吉
敷
毛
利
氏
初
代
秀
包
に
開
山
と
し
て
迎
え
ら
れ
―
大
津
郡
の
南
西
側
に
広
が
る

豊
浦
地
方
に
位
置
し
、
油
谷
湾
を
挟
ん
で
向
津
具
半
島
の
対
岸
部
に
当
た
る
―
阿
川
の
地
で
、
玄
済
寺
（
旧
名
江
見
寺
）
を
創
建

し
て
い
る
。
な
お
同
寺
は
、
寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）、
元
包
（
秀
包
の
孫
）
の
代
の
領
地
代
え
の
際
に
、
現
在
地
で
あ
る
（
周
防

国
）
吉
敷
郡
佐
畑
に
移
転
し
、
そ
れ
以
降
吉
敷
毛
利
氏
の
菩
提
寺
と
な
っ
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
、
鉄
村
が
精
力
的
に
大
寧
寺
の
教
線
の
拡
大
に
努
め
た
の
は
、
む
し
ろ
後
年
、
大
寧
寺
住
持
隠
退
後
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
先
に
触
れ
た
向
津
具
村
で
の
二
尊
院
の
再
興
、
並
び
に
自
ら
の
隠
居
寺
と
し
て
の
向
津
庵
の
創
建
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。

彼
の
足
跡
は
、
大
津
地
方
か
ら
遠
く
関
門
海
峡
を
超
え
て
豊
前
国
に
も
及
ん
で
い
た
の
だ
。
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〔
鉄
村
は
〕
元
和
八
年
（
一
六
二
二
）
春
、
豊
前
耶
馬
渓
の
耆
闇
崛
山
（
耆
闍
崛
山
が
正
し
い
、
小
馬
注
）
羅
漢
寺
に
退
隠

し
た
。
羅
漢
寺
は
も
と
臨
済
宗
（
五
山
派
、
小
馬
注
）
の
寺
で
あ
っ
た
が
、
住
持
は
鉄
村
玄
鷟
の
来
寺
を
喜
び
、
そ
の
席
を
譲

っ
て
曹
洞
宗
に
改
宗
し
て
師
を
一
世
開
山
と
し
た
。
鉄
村
玄
鷟
羅
漢
寺
に
あ
る
と
知
ら
る
る
や
諸
方
よ
り
学
徒
来
集
し
て
教
え

を
乞
う
者
多
数
に
し
て
鉄
村
玄
鷟
は
そ
の
煩
わ
し
さ
を
嫌
い
、
こ
こ
を
退
去
し
て
長
門
の
向
津
（
向
津
具
が
正
し
い
、
小
馬

注
）
邑
（
油
谷
町
）
に
向
津
庵
（
現
在
の
向
徳
寺
）
を
結
び
、
そ
こ
に
隠
棲
し
た
。�

（
世
羅　

一
九
八
〇
、
一
〇
二
）

　

大
寧
寺
に
残
る
こ
の
伝
承
に
よ
れ
ば
、
鉄
村
が
羅
漢
寺
か
ら
長
門
国
に
戻
っ
て
向
津
庵
を
創
建
し
た
の
が
寛
永
二
年
（
一
六
二

五
）、
同
村
の
牛
疫
流
行
の
年
で
あ
る
。
す
る
と
、
羅
漢
寺
に
住
し
た
の
は
そ
の
間
僅
か
三
年
ほ
ど
の
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
羅

漢
寺
で
は
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
に
鉄
村
が
既
に
来
寺
し
て
い
て
（
キ
リ
シ
タ
ン
に
真
先
に
改
宗
し
て
い
た
大
友
宗
麟
義
鎮

（
一
五
三
〇
－
八
七
）
の
手
で
邪
教
の
寺
と
し
て
建
造
物
が
破
却
さ
れ
て
し
ま
っ
た
）
同
寺
を
、
曹
洞
宗
の
寺
と
し
て
復
興
し
た
と

言
い
伝
え
て
い
る
（
中
津
氏
教
育
委
員
会　

二
〇
一
五
、
七
）。
或
い
は
、
そ
の
活
動
期
が
、
将
来
の
本
格
的
な
来
住
と
教
化
の
た

め
の
、
一
時
的
な
地
均
し
の
時
期
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

羅
漢
寺
は
、
山
国
川
沿
岸
の
景
勝
地
と
し
て
知
ら
れ
る
耶
馬
渓
の
一
角
に
あ
る
。
そ
の
東
方
、
山
国
川
河
口
部
に
位
置
す
る
中
津

に
、
十
五
世
紀
末
ま
で
に
は
大
寧
寺
末
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
た
寿
福
寺
が
鎮
座
す
る
。
鉄
村
は
、
恐
ら
く
同
寺
の
僧
を
介
し
て
羅

漢
寺
の
荒
廃
を
夙
に
聞
き
知
っ
て
心
を
痛
め
、
積
極
的
に
同
寺
の
末
寺
化
に
努
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
何
し
ろ
、
大
寧
寺
が
属
す

る
曹
洞
宗
通
幻
派
の
開
祖
で
、
同
宗
の
信
仰
を
爆
発
的
に
広
め
た
先
述
の
巨
人
、
通
幻
寂
霊
（
一
三
二
二
－
九
一
）
は
、
中
津
に
程
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近
い
豊
後
国
国
東
郡
生
ま
れ
の
人
で
あ
る
―
た
だ
し
、
一
部
に
異
説
も
あ
る
。
鉄
村
が
早
い
時
期
に
羅
漢
寺
の
復
興
を
志
し
た
の

に
は
、
恐
ら
く
自
派
の
鼻
祖
通
幻
へ
の
思
慕
の
念
も
大
き
く
与
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
羅
漢
寺
で
腰
を
据
え
て
住

持
を
務
め
た
の
は
、
先
述
の
よ
う
に
高
々
三
年
ほ
ど
の
間
だ
っ
た
ら
し
い
。「
二
世
伝
宿
玄
宅
は
、
実
際
に
そ
の
復
興
に
あ
た
っ
た

人
物
」（
中
津
氏
教
育
委
員
会　

二
〇
一
五
、
七
頁
）
だ
っ
た
と
言
う
。
玄
宅
は
、
そ
の
僧
名
か
ら
判
断
し
て
も
、
恐
ら
く
玄
鷟
の

直
弟
子
の
一
人
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　

確
か
に
、
中
国
西
国
壹
岐
対
馬
管
轄
の
曹
洞
宗
僧
録
司
を
務
め
て
い
た
鉄
村
が
羅
漢
寺
に
来
住
す
れ
ば
、
豊
前
国
・
豊
後
国
・
筑

後
国
等
、
そ
の
周
辺
の
地
の
人
々
が
強
く
思
慕
し
て
集
っ
た
だ
ろ
う
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。
た
だ
し
、「
鉄
村
玄
鷟
は
そ
の

煩
わ
し
さ
を
嫌
い
」
向
津
具
へ
去
っ
た
と
高
踏
的
に
断
じ
る
の
は
、
果
し
て
適
切
だ
ろ
う
か
。
鉄
村
は
、
牛
疫
の
混
乱
を
民
衆
を
教

化
・
済
度
す
る
む
し
ろ
得
難
い
好
機
、
言
い
換
え
れ
ば
教
線
を
向
津
具
方
面
へ
と
太
く
延
ば
す
絶
好
の
機
会
と
心
得
て
、
老
境
を
省

み
ず
―
或
い
は
、
逆
に
遠
か
ら
ぬ
死
期
を
強
く
意
識
し
た
が
ゆ
え
に
―
果
敢
な
教
線
拡
大
に
も
繫
が
る
利
他
行
実
践
の
挙
に
訴

え
た
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　

先
に
触
れ
た
油
谷
湾
の
対
岸
部
、
玄
済
寺
が
鎮
座
す
る
阿
川
と
同
様
、
向
津
具
半
島
は
、
そ
の
す
ぐ
南
西
に
天
然
の
良
港
肥
中
を

擁
し
、
壱
岐
、
五
島
、
対
馬
の
島
嶼
部
ば
か
り
か
、
大
陸
や
半
島
と
の
交
流
拠
点
と
し
て
古
来
か
ら
の
要
地
で
あ
っ

（
（2
（

た
。
そ
し
て
、

鉄
村
は
九
州
・
四
国
で
特
に
発
展
を
み
た
曹
洞
宗
通
幻
派
（
内
の
石
屋

（
（2
（

派
）
の
大
刹
大
寧
寺
の
住
持
で
あ
り
、
ま
た
仮
に
も
広
大
な

一
管
区
の
僧
録
司
だ
っ
た
人
物
で
あ
る
。

　

通
幻
派
の
祖
、
通
幻
寂
霊
は
、
能
登
総
持
寺
第
五
世
住
持
と
な
り
、
或
る
時
期
、
曹
洞
宗
の
日
本
全
土
の
僧
録
司
も
務
め
た
と
言

う
。
ま
た
、「
通
幻
十
哲
」
を
初
め
、
彼
の
数
多
い
有
能
な
弟
子
た
ち
が
全
国
各
地
で
布
教
・
教
化
に
邁
進
し
て
曹
洞
宗
内
最
大
の
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門
派
を
形
成
す
る
に
至
っ
た
。
後
々
同
派
の
重
鎮
と
な
っ
た
鉄
村
も
ま
た
、
通
幻
に
及
ば
ず
と
も
、
や
は
り
教
線
拡
大
路
線
を
強
く

志
向
し
て
実
践
し
た
―
ち
な
み
に
、
通
幻
派
を
主
流
と
す
る
曹
洞
宗
は
、
今
日
で
も
国
内
最
大
の
教
団
を
誇
る
。
そ
れ
は
、
縷
々

述
べ
て
き
た
よ
う
に
決
し
て
偶
然
で
は
な
い
。
唯
ひ
た
す
ら
一
心
に
座
禅
せ
よ
と
い
う
道
元
の
「
只
管
打
坐
」
の
モ
ッ
ト
ー
は
、
修

行
に
専
念
で
き
る
禅
僧
や
そ
れ
に
準
じ
た
実
践
が
可
能
な
武
士
等
の
支
配
階
級
身
分
の
者
（
識
字
層
）
に
と
っ
て
の
理
想
で
は
あ
り

得
て
も
、
日
々
営
農
に
心
身
を
す
り
減
ら
す
べ
き
農
民
（
非
識
字
層
）
に
は
、
む
し
ろ
修
験
道
的
な
現
世
利
益
観
と
そ
の
呪
術
性
を

も
尊
重
す
る
、
庶
民
に
宥
和
的
な
通
幻
派
の
教
え
こ
そ
が
、
身
近
か
で
現
実
的
な
救
い
と
な
り
得
た
か
ら
で
あ
る
。

3
．
侍
の
馬
、
農
民
の
牛

　

さ
て
、
小
稿
の
文
脈
で
肝
要
な
の
は
、
羅
漢
寺
に
在
住
し
た
三
年
ほ
ど
の
間
に
鉄
村
が
果
し
て
シ
イ
概
念
を
人
々
に
開
陳
す
る
機

会
が
確
か
に
あ
っ
た
か
否
か
の
判
断
で
あ
る
。
直
接
の
手
掛
か
り
と
な
る
文
字
記
録
は
、
依
然
ま
だ
発
見
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
彼

の
向
津
具
へ
の
転
出
が
ま
さ
に
同
地
で
の
牛
疫
流
行
の
年
だ
っ
た
事
実
を
見
逃
せ
な
い
。
羅
漢
寺
に
集
っ
た
人
々
に
は
敢
え
て
転
出

す
る
理
由
を
自
ら
説
得
的
に
告
げ
ね
ば
な
ら
ず
、
シ
イ
へ
の
言
及
も
避
け
得
な
か
っ
た
は
ず
だ
。
い
や
、
む
し
ろ
こ
の
前
代
未
聞
の

危
難
こ
そ
が
、
教
化
の
観
点
か
ら
は
逆
に
千
載
一
遇
の
絶
好
機
で
あ
り
、
シ
イ
概
念
の
創
唱
と
流
通
化
の
強
い
動
機
を
付
与
し
た
と

見
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

羅
漢
寺
を
挟
ん
で
、
中
津
の
山
国
川
流
域
東
側
の
対
極
（
上
流
）
部
に
豊
後
国
日
田
が
あ
る
。
日
田
と
隣
国
筑
後
国
久
留
米
城
下

は
陸
路
日
田
往
還
で
も
、
ま
た
両
地
を
貫
流
す
る
大
河
筑
後
川
に
よ
っ
て
も
繫
が
り
、
両
地
間
で
古
来
緊
密
な
交
流
が
止
む
こ
と
な

く
盛
ん
に
繰
広
げ
ら
れ
て
来
た
（
小
馬　

一
九
九
六
）。
そ
し
て
、
耶
馬
渓
を
抱
く
羅
漢
寺
は
、
五
百
羅
漢
の
偉
観
で
古
来
名
高
い



38

景
勝
地
だ
っ
た
。「
鉄
村
玄
鷟
羅
漢
寺
に
あ
る
と
知
ら
る
る
や
諸
方
よ
り
学
徒
来
集
し
て
教
え
を
乞
う
者
多
数
に
し
て
鉄
村
玄
鷟
は

そ
の
煩
わ
し
さ
を
嫌
い
」
云
々
の
伝
承
の
通
り
、
久
留
米
城
下
方
面
か
ら
羅
漢
寺
に
鉄
村
を
訪
ね
る
人
も
多
か
っ
た
だ
ろ
う
。

　

た
だ
し
、
以
上
は
、
せ
い
ぜ
い
状
況
証
拠
に
基
づ
く
推
論
の
積
み
重
ね
で
し
か
な
い
。
し
か
も
、
仮
に
こ
の
推
論
が
的
外
れ
で
は

な
い
と
し
て
も
、
大
き
な
課
題
が
ま
だ
残
る
。
そ
れ
は
無
論
、
寛
永
初
年
と
い
う
同
時
期
に
出
現
し
た
シ
イ
が
、
ど
う
し
て
向
津
具

と
対
極
的
に
久
留
米
で
は
馬
の
み
を
襲
っ
た
の
か
を
読
み
解
く
こ
と
で
あ
る
。
最
も
蓋
然
性
が
高
い
の
は
、
鉄
村
の
シ
イ
概
念
に
関

す
る
言
説
に
―
室
津
が
柱
松
を
導
入
（「
代
入
」）
す
る
契
機
を
作
っ
た
旅
の
僧
の
場
合
が
ま
さ
に
そ
う
だ
っ
た
（
小
稿
第
四
章
第

1
節
）
よ
う
に

―
牛
に
も
馬
に
も
適
用
で
き
る
幅
や
余
地
（
い
わ
ば
「
遊
び
」）
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
そ
う
考
え
る

時
に
は
、
皮
肉
に
も
問
題
が
再
び
「
牛
か
、
馬
か
、
牛
馬
か
」
と
い
う
振
出
し
に
呆
気
な
く
舞
い
戻
る
こ
と
に
も
な
っ
て
、
メ
ビ
ウ

ス
の
帯
が
忽
ち
結
ば
れ
て
し
ま
う
逆
説
に
落
入
る
。

　

一
方
、
事
件
が
実
際
に
導
い
た
結
果
と
し
て
の
現
実
が
外
延
と
な
っ
て
、
逆
に
概
念
の
内
包
を
規
定
し
直
し
た
可
能
性
も
排
除
で

き
な
い
。
向
津
具
は
「
馬
少
ナ
キ
長
門
」
の
極
致
た
る
土
地
で
あ
る
。
し
か
も
西
日
本
で
（
言
い
換
え
れ
ば
、
日
本
で
初
め
て
）
馬

耕
が
始
ま
る
幾
分
か
以
前
に
当
る
寛
永
初
年
時
点
で
は
、
馬
（
の
機
能
）
は
単
な
る
駄
獣
・
挽
獣
で
あ
り
、
犁
耕
と
無
縁
な
そ
の
保

有
は
、
皆
無
で
な
く
と
も
、
か
な
り
少
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
を
、
先
に
参
照
し
た
『
防
長
風
土
注
進
案
』
中
の
向
津
具
村

の
馬
の
記
載
を
丸
ご
と
欠
く
牛
馬
保
有
数
の
項
目
が
、
見
事
に
炙
り
出
し
て
い
る
。『
大
津
郡
志
』
中
で
も
、
強
く
口
碑
的
な
記
事

で
あ
る
「
引
用
文
Ａ
」
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
牛
馬
の
別
を
顧
み
ず
に
頭
数
の
み
に
触
れ
て
い
る
の
だ
と
は
、
小
稿
が
既
に
丁
寧
に
論
証

し
得
た
要
点
の
一
つ
で
あ
る
（
小
稿
第
五
章
第
2
節
）。

　

さ
て
、
一
方
寛
永
初
年
当
時
の
久
留
米
は
、
ま
だ
新
た
な
城
の
建
設
途
上
だ
っ
た
。
慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）
に
岡
崎
か
ら
久
留
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米
に
入
部
し
た
田
中
氏
は
、
元
和
六
年
（
一
六
二
〇
）
に
断
絶
す
る
。
筑
後
国
の
北
部
八
郡
二
一
万
石
を
与
え
ら
れ
た
有
馬
豊
氏
が

そ
の
後
釜
と
し
て
福
知
山
か
ら
入
部
し
、
久
留
米
城
の
基
礎
作
り
を
終
え
る
の
が
寛
永
中
期
の
同
八
年
（
一
六
三
一
）
頃
と
さ
れ
る

（『
米
府
年
表
』）。
す
る
と
、
先
に
み
た
久
留
米
の
シ
イ
騒
動
は
、
そ
れ
以
前
に
起
き
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
『
米
府
紀
事
略
目
録
』
は
、「
久
留
米
城
中
、
土
人
の
厩
に
★
来
た
り
て
馬
を
悩
ま
し
け
る
」
と
書
く
。
こ
の
場
合
「
城
中
」
と
は
、

右
の
事
情
を
鑑
み
る
と
、
二
の
丸
の
東
側
に
当
た
る
侍
屋
敷
地
を
含
む
柳
原
の
地
一
帯
を
指
す
「
城
内
」
に
当
た
る
と
判
断
し
て
よ

い
。「
城
内
」
に
は
、
内
郭
、
外
郭
の
他
に
柳
原
の
侍
屋
敷
地
が
含
ま
れ
た
ゆ
え
、
問
題
の
「
久
留
米
城
中
、
土
人
の
厩
」
と
は
、

柳
原
の
侍
屋
敷
の
一
つ
の
厩
と
推
定
さ
れ
る
。

　

そ
の
屋
敷
の
主
で
あ
る
侍
か
そ
の
同
僚
、
或
い
は
知
り
合
い
の
僧
な
ど
の
識
字
人
の
誰
か
が
、
鉄
村
玄
鷟
が
（
向
津
具
へ
の
移
転

時
に
羅
漢
寺
で
）
開
陳
し
た
奇
怪
な
シ
イ
の
概
念
を
心
に
留
め
て
い
て
、
怪
物
が
馬
を
襲
っ
た
件
の
事
件
を
機
に
、
そ
れ
を
想
起
し

て
引
合
い
に
出
し
た
可
能
性
が
少
な
か
ら
ず
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
得
体
の
知
れ
な
い
怪
物
が
厩
の
馬
を
悩
ま
せ
た
前
代
未

聞
の
怪
事
に
臨
ん
で
シ
イ
概
念
が
俄
か
に
受
容
さ
れ
、
速
か
に
流
布
し
て
人
口
に
膾
炙
し
た
蓋
然
性
を
想
定
す
る
の
は
強
ち
的
外
れ

で
は
あ
る
ま
い
。

　

そ
の
場
合
、
武
士
た
ち
が
我
が
身
や
繫
累
に
準
じ
て
安
寧
を
祈
念
す
る
家
畜
は
、
無
論
馬
の
み
で
あ
り
、
牛
は
端
か
ら
埒
外
だ
。

し
た
が
っ
て
、
農
漁
村
共
同
体
で
あ
る
向
津
具
の
場
合
の
よ
う
に
、
農
耕
獣
で
あ
る
牛
に
因
む
シ
イ
民
俗
を
広
く
受
容
す
る
動
機
は
、

武
士
た
ち
が
主
人
と
し
て
住
ま
う
久
留
米
城
下
で
は
、
当
然
あ
り
得
ま
い
。

　

何
し
ろ
、
玄
界
灘
や
日
本
海
を
回
路
と
し
て
、
大
陸
や
半
島
か
ら
牛
疫
ウ
ィ
ル
ス
が
絶
え
ず
直
に
押
し
寄
せ
る
最
前
線
の
地
で
あ

る
長
門
国
と
、
北
部
九
州
で
も
内
陸
側
に
位
置
す
る
久
留
米
と
で
は
、
牛
疫
感
染
の
脅
威
の
度
合
い
は
全
く
別
物
だ
。
し
か
も
筑
後
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川
の
中
流
部
の
扇
状
地
（
筑
後
平
野
）
と
下
流
部
の
沖
積
平
野
（
佐
賀
平
野
）
が
複
合
す
る
九
州
最
大
の
平
野
で
あ
る
筑
紫
平
野
で

は
、「
馬
少
ナ
キ
長
門
」
を
初
め
と
す
る
山
が
ち
な
土
地
と
は
大
き
く
異
な
り
、
馬
の
飼
養
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

シ
イ
信
仰
の
正
系
（
防
長
両
国
・
他
の
中
国
地
方
・
四
国
地
方
・
九
州
地
方
）
と
傍
系
（
筑
後
国
・
肥
後
国
）
は
、
共
に
鉄
村
玄

鷟
の
着
想
を
源
流
と
し
な
が
ら
も
、
か
く
し
て
分
岐
し
、
相
互
に
異
質
な
シ
イ
概
念
を
育
ん
だ
の
だ
と
思
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の

後
、
牛
馬
の
大
量
死
を
両
地
が
同
時
に
経
験
し
た
享
保
の
飢
饉
時
を
一
大
画
期
と
し
て
、
二
つ
の
シ
イ
概
念
が
入
り
交
じ
っ
て
や
が

て
一
つ
に
収
斂
し
、
九
州
で
も
防
長
両
国
で
も
等
し
く
「『
牛
の
み
を
襲
う
シ
イ
』
か
ら
『
牛
馬
を
共
に
襲
う
シ
イ
』
へ
の
極
め
て

強
力
な
バ
ー
ジ
ョ
ン
・
ア
ッ
プ
」
が
進
行
し
た
の
で
あ
る
（
小
稿
第
四
章
第
4
節
）。
そ
の
結
果
シ
イ
は
、（
既
に
小
稿
冒
頭
で
言
明

し
た
通
り
）
後
世
、
研
究
対
象
と
し
て
は
し
か
と
属
性
を
把
捉
し
難
い
、
い
わ
ば
逃
げ
水
の
ご
と
き
存
在
（
ま
さ
に
妖
怪
）
と
化
し

た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、
肥
後
国
（
特
に
北
部
地
方
）
の
人
々
は
、
河
童
信
仰
の
宗
家
で
あ
る
肥
後
渋
江
家
と
合
力
し
て
シ
イ
害
を
克
服
す
る
過
程

で
、（
傍
系
で
あ
る
）
筑
後
国
の
シ
イ
信
仰
を
巧
み
に
援
用
し
て
成
功
し
た

―
そ
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
既
に
詳
し
く
論

じ
た
（
小
馬　

二
〇
二
二
、
七
四
－
八
一
）。
そ
の
試
み
が
可
能
に
な
っ
た
前
提
条
件
と
し
て
、
馬
耕
の
確
立
に
よ
る
犁
耕
獣
と
し

て
の
馬
の
価
値
の
急
騰
と
共
に
、
肥
後
の
隣
国
薩
摩
が
馬
の
名
産
地
（
一
大
供
給
地
）
だ
っ
た
こ
と
も
、
与
っ
て
力
が
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
事
実
、
薩
摩
は
、
肥
前
の
沖
積
平
野
部
（
有
明
海
側
）
と
共
に
、
九
州
で
は
シ
イ
の
害
が
ほ
ぼ
知
ら
れ
て
い
な
い
、
幾
分

特
異
な
地
域
な
の
で
あ

（
（2
（

る
。
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九
、
東
ア
ジ
ア
に
開
か
れ
た
シ
イ
の
宇
宙

　

今
、
小
稿
を
こ
こ
ま
で
綴
っ
て
来
て
脳
裏
に
、
幾
度
と
な
く
去
来
す
る
の
は
、
牛
疫
史
研
究
で
画
期
的
な
業
績
を
挙
げ
た
獣
医
師
、

岸
浩
が
残
し
た
岸
文
庫
資
料
（
山
口
文
書
館
所
蔵
）
中
に
先
述
の
向
津
具
向
徳
庵
文
書
「
牛
馬
安
全
御
札
控
」
が
含
ま
れ
て
い
る
事

実
で
あ
る
。
す
る
と
岸
は
、
強
く
牛
疫
流
行
を
示
唆
す
る
こ
の
資
料
に
少
な
か
ら
ず
心
残
り
が
あ
り
、
そ
れ
を
活
か
せ
ぬ
こ
と
に
後

髪
を
引
か
れ
る
思
い
を
抱
い
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
、
と
。

1
．
厳
格
な
科
学
主
義
の
限
界

　

先
に
見
た
通
り
、
同
資
料
に
は
「
寛
永
弐
年
ノ
秋
牛
馬
疫
病
ニ
罹
リ
」
云
々
と
、
向
津
具
村
の
牛
と
馬
が
共
に
そ
の
疫
病
に
罹
っ

た
と
確
か
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
小
稿
は
大
胆
な
推
論
を
重
ね
て
、
当
該
の
疫
病
が
ま
さ
し
く
牛
疫
（
の
局
地
的
な
小
流

行
）
で
あ
り
、
シ
イ
の
概
念
、
並
び
に
（
牛
灯
を
代
表
例
と
す
る
）
シ
イ
民
俗
の
初
発
点
と
な
っ
た
画
期
的
な
事
件
だ
っ
た
と
主
張

し
、
薄
皮
を
一
枚
づ
つ
剝
ぐ
よ
う
に
し
て
そ
れ
を
粘
り
強
く
論
証
し
た
―
同
文
書
を
典
型
と
す
る
「
牛
馬
記
載
の
呪
縛
」
を
何
と

か
断
ち
切
っ
て
新
た
な
歴
史
的
展
望
を
切
り
拓
く
た
め
に
。

　

岸
が
同
資
料
を
捨
て
ず
に
大
切
に
保
存
し
な
が
ら
も
、
寛
永
二
年
の
出
来
事
を
牛
疫
と
認
定
し
た
形
跡
は
見
当
た
ら
な
い
。
だ
が

彼
は
、
実
際
に
そ
の
向
徳
庵
の
「
牛
馬
安
全
御
札
控
」
を
牛
疫
研
究
の
資
料
の
一
部
と
し
て
山
口
文
書
館
に
託
し
、
後
進
た
ち
の
将

来
の
研
究
に
資
す
る
こ
と
を
欲
し
て
い
た
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
―
事
実
、
筆
者
が
偶
々
そ
の
存
在
を
知
っ
て
善
用
で
き
た
こ
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と
が
、
小
稿
に
と
っ
て
大
き
な
僥
倖
の
一
つ
と
な
っ
た
。

　

岸
が
当
該
の
疫
病
を
牛
疫
と
認
定
し
な
か
っ
た
の
は
、
江
戸
時
代
の
文
献
に
見
え
る
「
牛
疫
」・「
牛
疫
病
」・「
牛
馬
疫
」
等
の
語

が
今
日
の
獣
医
学
上
の
牛
疫
（rinderpest

）
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
を
判
定
す
る
べ
く
、
彼
自
身
が
設
定
し
た
厳
密
な
基
準
が
存

在
し
て
い
た
が
ゆ
え
で
あ
っ
た
。
そ
の
基
準
と
は
、
―
豚
と
羊
を
飼
養
し
な
か
っ
た
日
本
に
限
れ
ば
（
小
馬
注
）
―
「
①
牛
の

み
が
②
急
速
に
③
大
量
（
広
範
囲
）
に
④
死
亡
し
⑤
伝
染
性
が
あ
る
」（
岸　

一
九
七
四
、
二
二
）
と
い
う
5
条
件
を
全
て
残
ら
ず

満
た
す
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
岸
は
当
該
資
料
中
に
仮
に
も
「
牛
馬
4

4

疫
病
」
等
と
記
さ
れ
て
い
る
以
上
、
原
則
に
沿
っ
て
、

牛
疫
と
は
ど
う
し
て
も
認
定
で
き
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

岸
の
歴
史
研
究
方
法
論
の
特
徴
は
、
牛
疫
研
究
の
み
に
限
ら
ず
、
常
に
統
計
主
義
を
徹
底
さ
せ
た
こ
と
に
あ
る
―
下
世
話
に
言

え
ば
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
－
19
流
行
期
間
中
に
世
を
席
捲
し
た
、
数
値
化
さ
れ
た
「
エ
ヴ
ィ
デ
ン
ス
を
示
せ
」
と
強
く
督
促
す
る
「
科
学

（
至
上
）
主
義
」
の
姿
勢
を
連
想
さ
せ
る
。
岸
の
選
択
は
、
例
え
ば
毛
利
時
代
の
一
時
期
の
分
限
帳
を
徹
底
し
て
統
計
的
に
解
析
し

た
彼
の
著
作
（
岸　

一
九
八
七
）
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
、
科
学
主
義
を
過
剰
に
貫
い
た
（
墨
守
し

（
（2
（

た
）
の
だ
。
こ
う
し

て
、
眼
前
に
控
え
て
い
た
は
ず
の
シ
イ
研
究
最
前
線
へ
の
扉
に
「
触
れ
も
み
で
」、
自
ら
固
く
閉
ざ
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
惜
し
ま

れ
る
。（
科
学
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
）
学
術
研
究
に
と
っ
て
肝
要
な
の
は
、
可
能
性
に
賭
け
、
自
ら
の
感
触
に
応
じ
て
柔
軟
に
仮

説
を
見
直
し
て
行
く
姿
勢
で
あ
る
。

　

岸
は
、
朝
鮮
半
島
で
の
「
牛
疫
大
熾
」（
牛
疫
の
大
流
行
）
と
日
本
で
の
牛
の
大
量
死
の
発
生
と
の
時
期
を
重
ね
合
わ
せ
て
そ
の

相
関
性
を
詳
ら
か
に
し
て
「
寛
永
牛
疫
」
と
「
寛
文
牛
疫
」
の
存
在
を
見
事
に
論
証
し
、
こ
れ
ら
が
我
が
国
最
初
の
二
度
の
牛
疫
の

大
流
行
だ
っ
た
こ
と
を
世
に
示
し
た
。
何
し
ろ
朝
鮮
半
島
で
は
、
重
要
な
家
畜
は
日
本
の
よ
う
に
牛
馬
だ
け
で
は
な
く
、
他
に
豚
と
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羊
が
い
た
。
牛
疫
流
行
時
に
は
、
牛
の
み
な
ら
ず
、
同
じ
く
偶
蹄
類
で
あ
る
豚
と
羊
の
大
量
死
も
不
可
避
的
に
起
き
る
の
だ
か
ら
、

獣
医
学
上
の
牛
疫
の
発
生
は
明
々
白
々
た
る
痕
跡
を
残
す
。
だ
か
ら
、
そ
の
直
後
に
日
本
で
発
生
し
た
牛
の
大
量
の
疫
病
死
に
、
仮

に
幾
ら
か
の
数
の
（
牛
疫
に
感
染
し
な
い
奇
蹄
類
の
）
馬
の
死
が
付
随
し
て
い
て
も
、
そ
れ
が
牛
疫
で
あ
る
と
い
う
判
断
が
確
実
に

で
き
る
と
い
う
の
が
、
岸
の
導
き
出
し
た
正
し
い
推
理
法
だ
っ
た
。

　

た
だ
し
、
万
一
小
稿
の
主
張
が
正
し
け
れ
ば
、
そ
れ
ら
二
度
の
牛
疫
大
流
行
に
先
立
っ
て
「
寛
永
二
年
向
津
具
牛
疫
」
が
あ
り
、

そ
れ
が
（
文
献
に
残
る
）
本
邦
最
初
の
牛
疫
流
行
だ
っ
た
と
、
牛
疫
史
は
書
き
換
え
ら
れ
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。
岸
も
、
少
な
く
と

も
そ
の
可
能
性
を
慮
っ
て
み
た
か
も
知
れ
な
い
。
だ
が
、
彼
の
徹
底
し
た
科
学
（
至
上
）
主
義
が
、
そ
の
学
術
的
な
誘
惑
を
振
り
切

っ
て
「
科
学
者
岸
」
を
制
し
た
の
だ
ろ
う
。

2
．
エ
ヴ
ィ
デ
ン
ス
と
ア
ブ
ダ
ク
シ
ョ
ン

　

英
国
の
人
類
学
者
テ
ィ
ム
・
イ
ン
ゴ
ル
ト
な
ら
ず
と
も
、
い
わ
ゆ
る
自
然
科
学
（
生
態
学
）
と
い
わ
ゆ
る
人
文
・
社
会
科
学
を
ど

う
架
橋
し
て
、
人
間
の
経
験
を
よ
り
生
気
に
満
ち
た
位
相
に
於
い
て
統
合
的
に
把
握
で
き
る
の
か
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
研
究

基
盤
と
す
る
人
類
学
者
で
あ
れ
ば
、
誰
も
が
不
断
に
自
ら
に
問
い
掛
け
て
き
た
重
い
課
題
で
あ
る
。

　

小
稿
は
、
岸
の
独
創
的
な
発
想
と
成
果
に
負
う
所
が
小
さ
く
な
い
。
個
別
事
例
を
単
立
さ
せ
る
、
従
来
の
民
俗
研
究
分
野
の
片
々

た
る
シ
イ
研
究
に
飽
き
足
ら
ず
、
諸
学
の
ジ
ャ
ン
ル
を
大
胆
に
乗
り
越
え
、
西
日
本
独
自
の
歴
史
経
験
を
広
く
参
照
し
て
シ
イ
現
象

を
存
分
に
論
じ
た
。
そ
の
小
稿
の
構
想
に
は
、
岸
の
牛
疫
研
究
に
触
発
さ
れ
た
一
面
が
間
違
い
な
く
存
在
す
る
。
つ
ま
り
、
日
本
と

い
う
政
治
体
制
に
よ
る
、
狭
く
人
為
的
な
偶
さ
か
の
地
理
区
分
を
超
え
た
、
東
ア
ジ
ア
圏
の
人
々
の
交
渉
・
交
流
に
目
を
向
け
る
岸
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の
姿
勢
か
ら
、
動
態
的
で
多
層
的
な
民
俗
形
成
の
動
因
へ
の
着
眼
を
学
ば
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

従
来
、
日
本
の
一
国
民
俗
学
は
、
民
俗
が
（
ほ
ぼ
孤
立
し
て
自
足
的
な
モ
デ
ル
が
適
用
さ
れ
る
）
小
さ
な
共
同
体
の
日
常
生
活
の

中
か
ら
自
生
的
に
形
成
さ
れ
る
も
の
だ
と
い
う
、
本
質
論
的
な
見
方
が
圧
倒
的
に
優
位
に
立
つ
、
際
立
っ
て
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
研
究
分

野
だ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
つ
の
村
の
民
俗
慣
行
を
、
他
か
ら
そ
れ
な
り
に
隔
絶
・
孤
立
し
た
小
宇
宙
で
あ
る
そ
の
村
固
有
の

出
来
事
と
し
て
把
握
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
ど
こ
ま
で
有
効
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、（
意
図
的
に
選
択
さ
れ
て
設
定
さ
れ
た

政
治
的
な
圈
域
と
し
て
の
）「
日
本
」
に
独
自
な
内
部
過
程
と
し
て
の
み
長
ら
く
民
の
あ
り
方
を
論
じ
よ
う
と
努
め
て
き
た
一
国
民

俗
学
と
日
本
史
学
と
が
共
有
す
る
、
内
向
き
の
通
弊
で
あ
る
と
感
じ
ら
れ
る
。

　

し
か
る
に
、
従
来
一
民
俗
の
片
々
た
る
小
さ
な
か
け
ら
（「
貴
重
な
残
滓
」）
と
し
て
し
か
把
握
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
シ
イ
民
俗
が
、

少
な
く
と
も
東
ア
ジ
ア
と
い
う
広
大
な
宇
宙
を
（
言
わ
ば
一
つ
一
つ
の
シ
ャ
ボ
ン
玉
の
如
く
）
映
し
て
も
い
る
の
だ
と
い
う
着
想
を
、

小
論
は
前
面
に
押
し
出
し
て
論
を
展
開
さ
せ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
を
自
由
自
在
に
超
え
、
思
う
が
ま
ま
に
縦
横
に

想
像
の
翼
を
羽
ば
た
か
せ
て
み
た
の
だ
。

　

そ
れ
は
、
貝
原
益
軒
の
、
シ
イ
は
★
の
唐
音
だ
と
い
う
潔
い
発
想
に
も
多
く
を
負
う
試
み
で
あ
っ
た
。
彼
の
言
語
学
者
を
思
わ
せ

る
言
説
が
、
シ
イ
の
論
理
的
な
宇
宙
が
、
東
シ
ナ
海
の
大
海
原
を
大
き
く
覆
っ
て
広
が
っ
て
い
る
事
実
に
最
初
に
気
付
か
せ
て
く
れ

た
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
も
、
語
り
残
し
た
こ
と
は
実
に
多
い
。
例
え
ば
、
向
津
具
の
農
民
が
「
牛
種
」
を
買
い
付
け
た
五
島
列
島
に
は
、
前
章

（
第
七
章
）
第
2
節
で
挙
げ
た
「
五
島
の
頭
領
」
た
る
（
宇
久
島
の
）
東
光
寺
の
他
に
も
、
大
寧
寺
の
末
寺
が
幾
つ
も
あ
っ
た
。
ま

た
大
寧
寺
は
、
福
江
島
の
福
江
浦
に
も
同
じ
く
一
六
世
紀
ま
で
に
、
領
主
後
藤
氏
の
菩
提
寺
で
あ
る
大
円
寺
と
い
う
重
要
な
末
寺
を
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持
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
大
円
寺
の
二
十
四
の
末
寺
が
同
列
島
一
帯
に
展
開
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
岩
田　

一
九
七
一
、
三

四
）。

　

く
わ
え
て
、
密
貿
易
か
ら
（
後
期
）
倭
寇
に
転
じ
、
私
貿
易
に
携
わ
る
者
た
ち
を
束
ね
て
多
彩
な
国
際
交
流
の
大
立
者
と
な
っ
た

明
人
の
王
直
は
、
天
文
一
六
年
（
一
五
八
二
）
以
来
、
平
戸
か
ら
福
江
へ
と
根
城
を
移
し
て
い
た
（
福
江
市
史
編
纂
委
員
会　

一
九

九
五
、
一
九
七
）。
鉄
炮
伝
来
に
関
わ
っ
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
、
そ
の
王
直
の
持
ち
船
で
種
子
島
を
訪
れ
、
後
の
名
だ
た
る
「
鉄
砲

日
本
伝
来
」
の
幕
開
け
を
も
た
ら
し
た
。
興
味
深
い
の
は
、
大
寧
寺
の
開
山
と
さ
れ
る
石
屋
真
梁
（
一
三
四
五
－
一
四
二
三
、
総
持

寺
第
二
十
世
住
持
）
も
、
そ
の
弟
子
で
同
寺
第
四
世
住
持
と
な
っ
た
竹
居
正
猷
（
一
三
八
〇
－
一
四
六
一
、
総
持
寺
第
四
十
一
世
住

持
）
も
共
に
薩
摩
の
人
で
あ
り
、
彼
ら
が
同
寺
の
基
礎
を
作
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
し
か
も
、
実
質
的
な
開
山
、
竹
居
正
猷
と

共
に
薩
摩
伊
集
院
の
島
津
家
か
ら
深
川
に
移
っ
て
来
た
大
谷
弾
正
の
子
孫
が
、
代
々
大
寧
寺
の
寺
家
老
を
務
め
る
な
ど
、
一
大
陸
標

と
し
て
の
開
聞
岳
の
名
の
由
来
（
海
門
岳
）
が
鮮
や
か
に
そ
の
記
憶
を
蘇
ら
せ
て
く
れ
る
通
り
、
久
し
く
南
海
方
面
へ
の
我
が
国
の

門
戸
で
あ
り
続
け
た
薩
摩
出
身
者
の
裔
の
多
く
が
同
寺
で
要
職
を
占
め
た
…
…
。

　

こ
れ
ら
の
事
柄
は
、
無
論
シ
イ
信
仰
と
直
に
結
び
付
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、
シ
イ
概
念
の
成
立
と
展
開
を
深
く
理
解

し
よ
う
と
す
れ
ば
、
そ
の
背
景
と
し
て
軽
々
に
無
視
し
難
い
要
因
で
あ
る
と
は
言
え
よ
う
。
逆
に
、
シ
イ
現
象
を
深
く
探
ろ
う
と
す

れ
ば
、
即
座
に
こ
れ
ら
の
諸
事
が
次
々
と
脈
絡
も
無
く
脳
裏
に
浮
か
び
上
が
っ
て
来
る
。
歴
史
的
に
東
シ
ナ
海
、
南
シ
ナ
海
、
日
本

海
を
種
々
雑
多
な
人
々
が
頻
繁
に
行
き
交
い
、
多
く
の
文
物
の
交
易
が
公
私
に
わ
た
っ
て
展
開
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
大
陸
・
半
島
か

ら
高
次
の
識
字
文
化
が
、
そ
し
て
人
畜
の
疫
病
ま
で
も
が
絶
え
ず
押
し
寄
せ
続
け
て
来
た
と
い
う
の
に
、
日
本
の
村
々
だ
け
が
流
動

し
て
止
ま
な
い
国
内
外
の
そ
れ
ら
の
諸
事
情
か
ら
ほ
と
ん
ど
隔
絶
さ
れ
て
い
て
、「
純
粋
な
」
民
俗
を
個
々
に
生
き
て
ひ
っ
そ
り
と
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伝
え
て
き
た
と
い
う
虚
構
は
、
余
り
に
も
無
理
が
大
き
い
と
思
う
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
、
多
面
的
な
影
響
関
係
、
特
に
国
内
に
於
け
る
識
字
文
化
と
非
識
字
文
化
間
の
相
互
的
な
影
響
関
係
の
考
察
を

前
提
と
し
て
、
今
や
一
か
ら
再
考
す
る
必
要
に
強
く
迫
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

　

そ
う
で
あ
れ
ば
、
個
々
に
孤
立
し
て
い
て
片
々
た
る
瑣
末
な
も
の
に
も
見
え
が
ち
な
西
日
本
各
地
の
シ
イ
の
民
俗
も
、
古
代
か
ら

少
な
く
と
も
江
戸
時
代
に
か
け
て
の
東
ア
ジ
ア
の
広
大
な
時
空
を
貫
く
歴
史
の
流
れ
の
中
で
動
態
的
に
生
成
し
、
変
遷
し
て
き
た
の

だ
と
い
う
、（
小
稿
が
試
み
た
よ
う
な
）
深
い
被
写
界
深
度
を
持
つ
理
解
の
仕
方
も
十
分
に
成
り
立
つ
の
で
は
な
い
か
。

　
「
失
わ
れ
た
鐶
」
鉄
村
玄
鷟
の
姿
を
歴
史
の
諒
闇
か
ら
浮
上
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
筆
者
の
シ
イ
理
解
が
一
気
に
大
き
く
拡
大

し
、
且
つ
深
ま
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
俄
に
ス
ケ
ー
ル
を
増
し
て
体
系
的
な
統
合
性
を
も
見
せ
始
め
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
シ
イ
が
思

い
が
け
ず
強
力
な
補
助
線
と
な
っ
て
く
れ
、
密
教
や
修
験
道
を
も
包
摂
す
る
志
向
性
を
持
つ
（
総
持
寺
系
）
曹
洞
宗
の
旺
盛
な
利
他

行
実
践
の
教
化
活
動
と
村
人
の
不
断
の
民
俗
形
成
の
動
き
と
の
相
互
連
関
的
な
関
係
が
、
そ
の
諸
相
に
於
い
て
具
体
的
に
見
え
始
め

て
き
た
と
思
え
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

小
稿
を
閉
じ
る
に
当
た
っ
て
、
実
は
、
前
章
で
縷
々
述
べ
た
思
い
と
は
誠
に
対
極
的
な
、
或
る
困
惑
が
今
や
筆
者
の
心
中
に
深
く

滞
留
し
て
い
る
こ
と
を
、
率
直
に
告
白
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

小
稿
の
目
的
は
、
シ
イ
現
象
の
淵
源
を
突
き
止
め
る
と
共
に
、
ミ
ッ
シ
ン
グ
・
リ
ン
ク
を
発
見
し
て
、
シ
イ
が
牛
（
と
馬
）
を
冒
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す
地
域
（「
正
系
」）
と
馬
だ
け
を
冒
す
地
域
（「
傍
系
」）
と
を
架
橋
し
、
シ
イ
現
象
の
歴
史
的
な
展
開
を
一
気
に
大
き
く
統
合
的
に

見
通
そ
う
と
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
の
所
期
の
目
的
は
、
曲
形
に
も
達
成
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ

の
達
成
は
、
更
に
深
刻
な
新
た
な
問
（
或
い
は
「
更
な
る
未
知
」）
へ
と
、
今
筆
者
を
連
れ
出
そ
う
と
し
て
い
る
。

　

と
い
う
の
も
、
民
俗
学
の
著
作
と
は
、
た
と
え
そ
の
書
き
手
が
誰
で
あ
っ
て
も
、
当
該
の
一
識
字
者
が
書
い
た
庶
民
の
「
も
う
一

つ
の
歴
史
」
で
し
か
原
理
的
に
あ
り
得
な
い
以
上
、
そ
の
内
容
で
あ
る
「
書
か
れ
た
民
俗
」
に
は
非
識
字
者
に
よ
る
裏
書
き
も
や
は

り
原
理
的
に
は
無
く
、
そ
れ
ゆ
え
従
来
の
方
法
に
漫
然
と
寄
り
掛
か
っ
て
書
く
限
り
は
、
庶
民
の
「
も
う
一
つ
の
歴
史
」
に
ど
う
し

て
も
近
づ
け
な
い
と
思
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　

小
稿
は
、
実
際
、
次
の
ご
と
く
深
い
煩
悶
の
率
直
な
吐
露
か
ら
綴
り
始
め
ら
れ
て
い
る
。「
筆
者
は
、
シ
イ
研
究
の
出
発
点
と
な

る
べ
き
個
々
の
基
礎
事
実
す
ら
（
中
略
）
一
筋
縄
で
は
行
け
そ
う
に
な
い
こ
と
を
、
資
料
調
査
を
始
め
て
す
ぐ
に
学
ば
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
」。「
最
大
の
難
点
は
」「
シ
イ
が
襲
う
」「
犁
耕
獣
が
一
体
何
な
の
か
、
そ
れ
は
資
料
上
酷
く
曖
昧
で
、
容
易
に
確
定
で
き

な
い
こ
と
に
あ
っ
た
」。
し
か
も
、「
資
料
批
判
を
強
め
て
行
く
と
皮
肉
に
も
逆
に
疑
問
が
一
層
深
ま
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
そ
し
て
、

悪
循
環
を
繰
り
返
し
た
挙
げ
句
、
止
む
な
く
、
一
旦
そ
の
場
で
立
ち
竦
ま
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
」（
第
一
章
第
2
節
）
と
。

　

そ
の
類
の
資
料
の
恰
好
の
一
例
と
し
て
、『
大
津
郡
志
』
中
、
寛
永
二
年
の
向
津
具
村
で
の
牛
疫
流
行
に
つ
い
て
の
記
事
を
取
り

上
げ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
寛
永
二
年
の
牛
疫
流
行
を
記
録
し
た
無
二
の
文
献
と
い
う
価
値
を
見
出
し
て
祝
福
す
る
一
方
、
資
料
批

判
を
強
め
て
徹
底
的
に
同
郡
志
の
論
理
的
な
不
整
合
と
不
全
を
追
求
し
て
も
い
る
。
す
な
わ
ち
、
口
碑
と
文
献
の
内
容
的
な
乖
離
の

理
由
を
考
え
抜
い
て
埋
め
な
い
ま
ま
、
両
者
を
遠
い
箇
所
に
分
置
し
、
し
か
も
文
献
が
口
碑
の
典
拠
で
あ
る
か
の
ご
と
く
上
書
き
し

て
済
ま
せ
て
い
る
、
と
。
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白
状
す
れ
ば
、『
大
津
郡
志
』
を
徹
底
的
に
批
判
し
た
の
は
、
実
は
、
そ
の
著
者
萩
原
新
一
に
「
も
う
一
人
の
筆
者
（
小
馬
）」
の

姿
を
垣
間
見
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
萩
原
は
、
筆
者
同
様
、
専
門
の
民
俗
学
者
で
も
専
門
の
歴
史
学
者
で
も
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、

一
人
の
素
人
と
し
て
、
民
俗
学
や
歴
史
学
の
「
常
識
」
や
「
前
提
」
に
余
り
強
く
拘
泥
せ
ず
、
む
し
ろ
素
手
で
自
由
に
対
象
と
格
闘

し
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
当
該
の
牛
疫
流
行
で
は
、
犠
牲
に
な
っ
た
家
畜
（
牛
／
牛
馬
）
に
関
し
て
口
碑
と
歴
史
文
献
と

の
間
に
調
停
不
能
な
断
絶
を
思
い
が
け
ず
見
出
す
結
果
と
な
り
、
あ
た
か
も
上
に
記
し
た
筆
者
の
あ
り
方
そ
の
も
の
の
ご
と
く
「
止

む
な
く
、
一
旦
そ
の
場
で
立
ち
竦
ま
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
」
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　

結
局
萩
原
が
文
献
で
口
碑
を
上
書
き
し
て
糊
塗
し
た
、
そ
の
中
途
半
端
で
（
結
果
的
に
は
）
権
威
主
義
的
な
姿
勢
は
、
無
論
徹
底

し
た
批
判
に
値
す
る
。
た
だ
し
、
一
層
大
局
的
に
重
要
だ
と
言
え
る
の
は
、
萩
原
が
そ
の
断
絶
の
実
情
を
無
視
せ
ず
、
曲
形
に
も
直

視
し
て
、『
大
津
郡
志
』
に
大
胆
に
書
き
留
め
る
結
果
に
な
っ
た
事
実
で
あ
る
。
歴
史
学
者
で
あ
れ
ば
文
献
の
み
を
取
り
上
げ
た
だ

ろ
う
し
、
民
俗
学
者
は
文
献
探
索
に
彼
ほ
ど
に
は
注
力
し
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
の
方
が
従
来
自
明
視
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
常
套

的
だ
が
無
難
で
ス
マ
ー
ト
な
選
択
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
し
か
し
そ
れ
で
は
、
新
鮮
な
驚
き
も
発
見
も
な
い
、
惰
性
的
で
平
板
な
見

方
に
終
始
す
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
萩
原
は
、
先
入
観
抜
き
に
、
そ
う
し
た
見
慣
れ
た
形
の
民
俗
理
解
の
裏
側
に
潜
む
陥
穽
と
も
な

り
得
る
驚
く
べ
き
別
の
実
相
の
一
断
面
を
切
り
取
っ
て
突
き
つ
け
、
後
世
に
伝
え
て
く
れ
た
と
（
も
）
言
え
る
の
だ
。

　

そ
う
考
え
て
み
る
時
に
、
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
の
向
徳
庵
文
書
「
牛
馬
安
全
御
札
控
」
が
叙
し
た
或
る
場
面
が
新
た
な
光

芒
を
帯
び
て
く
る
よ
う
に
思
え
る
。「
尚
方
々
追
憶
ス
ル
ニ
禅
師
在
世
ノ
寛
永
弐
年
ノ
秋
」
云
々
と
い
う
数
行
か
ら
は
、
諸
々
の
雑

多
な
関
係
者
た
ち
が
寛
永
二
年
牛
疫
の
惨
状
と
鉄
村
和
尚
の
利
他
行
の
無
類
の
成
果
に
今
更
な
が
ら
に
驚
嘆
し
て
、
事
の
次
第
を
事

細
か
に
、
し
か
も
和
気
藹
々
と
昵
懇
に
語
り
合
い
、
鉄
村
賛
仰
の
念
を
事
新
た
に
し
て
い
る
様
が
窺
え
る
。



貝原益軒の民俗文化観と鉄村玄鷟の教化法49

　

同
文
書
に
は
、
明
確
に
当
時
牛
馬
が
犠
牲
に
な
っ
た
と
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
の
『
大
津
郡

志
』
刊
行
時
で
さ
え
も
口
碑
（
牛
）
と
文
献
（
牛
馬
）
の
明
確
な
懸
隔
が
調
停
不
能
な
ま
で
に
露
だ
っ
た
の
だ
か
ら
、
鉄
村
和
尚
二

百
五
十
回
忌
が
催
さ
れ
た
、
そ
の
半
世
紀
以
上
も
前
に
当
る
明
治
時
代
前
半
に
於
け
る
両
者
の
乖
離
は
、
更
に
大
き
な
も
の
だ
っ
た

に
違
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
法
会
は
打
ち
解
け
て
親
密
な
雰
囲
気
で
終
始
し
た
ら
し
い
の
だ
。
村
人
は
、
先

祖
の
絶
望
的
な
経
験
を
ま
ざ
ま
ざ
と
伝
え
る
万
端
厳
密
な
口
碑
の
細
部
と
教
訓
を
深
く
胸
に
刻
み
込
み
な
が
ら
も
、
な
お
鉄
村
の
徳

行
の
荘
厳
化
も
大
ら
か
に
受
け
入
れ
て
、
自
ず
か
ら
な
る
深
い
帰
依
の
念
を
喜
々
と
し
て
表
し
て
い
た
よ
う
だ
。
つ
ま
り
、
彼
ら
は

自
ら
信
じ
て
疑
わ
な
い
「
不
変
の
事
実
」
を
何
時
何
処
で
も
最
重
視
し
て
振
り
回
そ
う
と
は
し
て
い
な
い
。
先
祖
の
体
験
に
忠
実
に

学
ぶ
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
自
分
た
ち
を
糾
合
し
て
未
曽
有
の
難
事
に
も
立
ち
向
わ
せ
て
く
れ
る
、
聖
化
さ
れ
た
言
説
も
そ
れ
に
劣
ら

ず
肝
要
だ
と
見
る
か
ら
だ
ろ
う
。
例
え
ば
こ
の
点
に
、
非
識
字
者
で
あ
る
農
漁
民
と
宗
教
家
や
研
究
者
等
の
識
字
者
と
の
間
に
存
在

す
る
感
性
や
価
値
観
や
倫
理
観
、
ま
た
そ
れ
に
因
ん
だ
論
理
の
大
き
な
開
き
を
見
て
取
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

民
俗
的
な
現
実
と
は
、
識
字
と
非
識
字
の
何
れ
か
の
、
限
ら
れ
た
単
一
の
視
点
と
論
理
か
ら
の
み
捉
え
ら
れ
る
、
一
方
的
で
固
定

的
な
平
板
な
も
の
で
は
な
く
、
両
者
の
様
々
な
ア
ク
タ
ー
の
諸
々
の
視
点
や
利
害
関
係
の
交
錯
に
よ
る
、
そ
の
都
度
そ
の
都
度
の
入

り
組
ん
だ
脈
絡
で
の
多
面
的
・
多
重
的
な
受
け
止
め
方
の
不
定
形
な
総
和
で
あ
っ
て
、
や
は
り
一
筋
縄
で
は
捉
え
ら
れ
な
い
も
の
だ

と
見
る
べ
き
な
の
で
は
な
い
か
と
反
省
さ
せ
ら
れ
も
す
る
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
識
字
者
な
が
ら
も
、
民
俗
学
・
歴
史
学
の
「
完
璧
な
」
リ
テ
ラ
シ
ー
を
備
え
て
は
い
な
か
っ
た
『
大
津
郡
志
』
の

著
者
は
、
偶
々
虚
心
坦
懐
に
民
俗
文
化
の
こ
の
複
次
元
的
な
問
題
関
係
の
入
口
に
立
っ
て
当
惑
し
、
且
つ
格
闘
す
る
こ
と
を
免
れ
な

か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
『
大
津
郡
志
』
は
、
そ
の
逆
説
的
な
形
跡
を
隠
し
き
れ
ず
に
そ
の
ま
ま
残
し
て
刊
行
さ
れ
（
て
し
ま
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っ
）
た
、
地
方
史
（
地
方
誌
）
の
実
に
稀
有
な
事
例
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
名
誉
の
た
め
に
言
え
ば
、
そ
れ
は
豊
か
で
建
設
的
な
効

果
を
持
ち
得
る
は
ず
だ
。
な
ぜ
な
ら
、
一
面
で
は
従
来
の
民
俗
学
や
歴
史
学
の
常
套
的
な
学
問
形
式
に
鋭
い
問
を
突
き
つ
け
た
の
だ

し
、
今
も
な
お
突
き
つ
け
続
け
て
い
る
と
言
え
る
か
ら
で
あ

（
（2
（

る
。

　

文
字
以
前
の
社
会
を
考
察
し
た
優
れ
た
研
究
は
、
既
に
幾
つ
か
あ
る
。
た
だ
、
識
字
・
非
識
字
を
巡
る
議
論
に
は
、
と
も
す
れ
ば

そ
の
い
ず
れ
か
の
優
劣
が
焦
点
に
な
り
が
ち
だ
と
い
う
、
既
視
的
な
限
界
が
見
え
も
す
る
。
そ
れ
は
、
両
者
の
相
互
関
係
を
、
瓶
の

中
に
注
が
れ
た
水
と
油
の
截
然
た
る
界
面
の
ご
と
く
非
時
間
的
で
、
且
つ
静
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
識
字
者
と
非
識
字
者
は
、
こ
れ
ま
で
の
ど
の
社
会
で
も
、
深
く
混
じ
り
合
う
こ
と
が
な
い
と
し
て
も
、
他
方
を
一
方

的
に
排
除
し
合
わ
ず
に
並
行
し
て
共
存
し
つ
つ
、
極
め
て
長
い
歴
史
的
時
間
を
齟
齬
と
矛
盾
を
抱
え
な
が
ら
も
共
に
生
き
抜
い
て
き

た
と
言
え
る
。
す
る
と
、
先
の
非
時
間
的
で
静
的
な
界
面
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
必
ず
し
も
適
切
な
も
の
だ
と
は
言
え
ま
い
。

　

何
時
も
筆
者
の
念
頭
に
あ
る
両
者
の
界
面
の
あ
り
方
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
い
わ
ば
ア
ラ
ブ
の
詩
人
が
詠
う
「
史
上
最
長
の
接
吻
」
な

の
で
あ
る
。
世
界
第
一
の
長
流
ナ
イ
ル
は
、
西
側
の
白
ナ
イ
ル
と
東
側
の
青
ナ
イ
ル
か
ら
な
り
、
道
半
ば
、
ス
ー
ダ
ン
の
ハ
ル
ツ
ー

ム
の
辺
り
で
合
流
す
る
。
そ
し
て
、
色
違
い
の
両
水
塊
は
ほ
と
ん
ど
混
じ
り
合
わ
な
い
ま
ま
、
遥
か
下
流
エ
ジ
プ
ト
の
千
々
に
分
岐

し
た
河
口
を
延
々
と
目
指
す
。
両
水
塊
は
絶
え
ず
押
し
合
っ
て
界
面
は
往
々
立
ち
騒
ぎ
、
揺
ら
い
で
変
化
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
な
り

に
安
定
し
た
均
衡
を
も
示
し
、
長
い
時
間
を
経
て
幾
つ
も
の
河
口
へ
と
向
い
、
つ
い
に
交
じ
り
合
う
。

　

い
わ
ば
、
そ
の
長
い
長
い
接
吻
の
始
点
と
終
点
の
中
間
領
域
（
中
林
伸
浩
の
い
う
「
中
識
字
時
代
」）
の
具
体
的
な
一
断
面
と
し

て
民
俗
文
化
の
諸
相
を
捉
え
た
い
の
だ
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
結
局
識
字
と
非
識
字
の
「
断
絶
」
を
巡
る
、
超
え
難
い
逆
説
た

ら
ざ
る
を
得
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
稿
を
新
た
に
、
視
点
を
や
や
ず
ら
し
て
論
じ
続
け
た
い
。
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【
謝
辞
】

　
　

山
口
県
立
山
口
図
書
館
「
総
合
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
」
の
お
力
添
え
に
感
謝
し
ま
す
。
殊
に
、
井
関
和
彦
氏
の
献
身
的
な
お
力
添
え
無
し
で
は
、
本
稿
は
成
ら
な
か
っ

た
か
も
知
れ
な
い
。
山
口
文
書
館
、
な
ら
び
に
長
門
市
総
合
文
化
財
セ
ン
タ
ー
（「
ヒ
ス
ト
リ
ア
な
が
と
」）
か
ら
は
、
快
く
文
書
資
料
の
閲
覧
・
複
写
の
便
宜
を
図
っ
て

頂
い
た
。
山
口
文
書
館
前
副
館
長
金
谷
匡
人
氏
に
は
、
引
き
続
き
地
元
山
口
県
の
資
料
の
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
ま
た
、
注
（
14
）
に
記
し
た
通
り
、
磯
部
満
氏
か
ら
は
郷

里
の
御
母
堂
の
介
護
の
傍
ら
お
知
恵
を
拝
借
す
る
と
共
に
む
し
ろ
御
励
ま
し
を
賜
っ
た
。
簡
単
な
が
ら
記
し
て
、
心
か
ら
の
感
謝
を
表
し
ま
す
。

《
注
》

（
12
）
ち
な
み
に
益
軒
は
、『
養
生
訓
』（
巻
第
一
）
に
「
久
し
く
安
坐
す
べ
か
ら
ず
。
毎
日
飯
後
に
、
必
ず
庭
圃
の
内
、
数
百
歩
し
づ
か
に
歩
行
す
べ
し
。
雨
中
に
は
室
屋

の
内
を
徐
行
す
べ
し
」
と
記
し
て
い
る
。

（
13
）『
筑
前
国
続
風
土
記
』（
巻
之
二
十
三
）
の
原
文
は
、「
其
折
防
州
山
口
伊
勢
太
神
宮
の
神
官
の
使
來
り
し
が
」
云
々
と
な
っ
て
い
る
。
だ
が
、
山
口
は
防
長
両
国
の
中

枢
で
あ
り
、
ま
た
ま
さ
に
両
国
の
境
界
線
の
傍
ら
に
位
置
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
周
防
国
の
み
な
ら
ず
長
門
国
の
シ
イ
事
情
も
一
体
的
に
伝
え
ら
れ
た
と
解
す
る
の
が

妥
当
だ
っ
た
。
益
軒
が
「
此
獣
周
防
及
筑
紫
に
は
處
々
に
あ
り
。
他
州
に
も
あ
り
や
、
未
詳
」（『
大
和
本
草
』（
巻
之
十
六
）
と
し
た
の
は
こ
の
意
味
で
不
適
切
で
、

後
の
文
人
た
ち
が
シ
イ
現
象
が
長
門
国
に
関
係
し
な
い
と
思
い
込
む
結
果
に
も
繫
が
っ
て
し
ま
っ
た
（
小
稿
前
編
第
三
章
第
2
節
参
照
）
の
は
遺
憾
で
あ
る
。

（
14
）
後
で
更
に
詳
し
く
論
じ
る
が
、
鉄
村
は
寛
永
二
年
に
向
津
具
で
牛
疫
が
発
生
す
る
ま
で
は
、
自
ら
復
興
さ
せ
た
豊
前
国
の
羅
漢
寺
の
住
持
と
な
っ
て
い
た
。
一
方
益

軒
は
、
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）、
藩
命
を
受
け
て
四
月
一
日
か
ら
二
〇
日
の
期
間
、
豊
前
・
豊
後
両
国
の
諸
史
跡
を
実
地
に
調
査
し
、
同
年
『
豊
国
紀
行
』
全
一
巻

を
上
梓
し
た
。
そ
の
中
で
益
軒
は
、
羅
漢
寺
の
項
に
か
な
り
の
字
数
を
費
や
し
て
い
る
も
の
の
、
鉄
村
に
は
一
言
も
触
れ
て
い
な
い
。
こ
の
事
実
を
鑑
み
れ
ば
、
益
軒

は
鉄
村
に
つ
い
て
ほ
ぼ
知
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
周
防
国
（
或
い
は
萩
藩
領
）
で
の
シ
イ
概
念
の
成
立
に
は
中
国
の
典
籍
に
通
じ
た
学
殖
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豊
か
な
識
字
人
が
介
在
し
て
そ
の
触
媒
と
な
っ
た
と
い
う
彼
の
見
立
て
は
、
純
粋
に
仮
説
的
な
も
の
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
実
在
の
鉄
村
を
念
頭
に
置
い

て
そ
う
推
理
し
た
の
で
は
な
く
、
実
際
、
鉄
村
と
い
う
人
物
を
全
く
知
ら
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
益
軒
の
論
理
的
な
思
考
力
の
鋭
さ
に
む
し

ろ
益
々
深
く
驚
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（
15
）
同
資
料
の
釈
文
作
成
に
関
し
て
、
そ
の
細
部
の
確
定
に
は
、
神
奈
川
大
学
渋
江
家
文
書
研
究
会
（
二
〇
一
八
年
三
月
解
散
）
の
一
員
だ
っ
た
磯
部
満
氏
の
力
を
お
借

り
し
た
。
た
だ
し
、
最
終
的
な
判
断
の
責
任
は
、
無
論
筆
者
が
全
て
を
負
う
。
な
お
、
同
資
料
の
原
文
で
誤
字
と
思
え
る
箇
所
は
、
そ
の
直
後
に
（　

）
を
付
し
て
正

し
い
と
思
わ
れ
る
文
字
を
そ
の
中
に
置
い
た
。
ま
た
、
脱
字
と
思
え
る
箇
所
に
は
、
同
様
に
〔　

〕
付
し
て
そ
の
中
に
想
定
で
き
る
文
字
を
記
し
た
。
大
方
の
叱
正
と

助
言
を
請
う
。

（
16
）
こ
こ
に
庄
屋
宮
崎
輿
市
兵
衛
の
名
が
見
え
る
よ
う
に
、
宮
崎
家
は
向
津
具
村
の
有
力
な
家
柄
で
あ
っ
た
。
先
年
山
口
県
文
書
館
地
方
調
査
員
を
務
め
て
い
た
地
元
の

村
田
菊
男
氏
が
、『
広
報
ゆ
や
』（
山
口
県
大
津
郡
油
谷
町
役
場
）
第
二
七
一
号
（
一
九
八
五
年
三
月
）
8
頁
下
段
に
、「
油
谷
町
の
古
文
書
（
そ
の
一
二
）　

向
津
具
牛

と
荒
神
」
と
い
う
小
さ
な
記
事
を
書
い
て
、「
向
津
具
八
幡
宮
宮
崎
家
文
書
」
を
紹
介
し
て
い
る
。
部
分
的
な
影
印
も
添
え
ら
れ
て
い
る
も
の
の
サ
イ
ズ
が
極
く
小
さ

く
、
正
確
な
判
読
は
難
し
い
。
た
だ
し
、
そ
の
内
容
は
『
大
津
郡
志
』
中
、
小
稿
が
「
引
用
文
Ｂ
」
と
し
た
部
分
の
内
容
に
か
な
り
よ
く
重
な
り
合
う
と
推
察
で
き
る
。

す
る
と
、『
大
津
郡
志
』
が
最
重
視
し
た
が
、
今
は
行
方
知
れ
ず
に
な
っ
て
い
る
、
問
題
の
文
書
、「
寛
永
三
年
戌
八
月
、
向
津
具
村
中
牛
馬
安
全
守
神
歡
請
荒
神
神
社

〆
り
書
之
事
」
の
写
し
と
も
言
え
る
関
係
に
あ
る
文
書
で
あ
り
得
そ
う
だ
。
村
田
氏
は
、
同
記
事
を
「
大
津
郡
志
百
六
十
三
ペ
ー
ジ
に
よ
る
と
、
向
徳
寺
文
書
（
筆
者

未
見
）
に
は
少
し
内
容
の
異
な
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
他
日
を
期
し
た
い
」
と
書
い
て
締
め
括
っ
て
い
る
。
な
お
、
管
見
の
限
り
、
遺
憾
な
が
ら
も
、
村
田

氏
が
そ
の
後
再
論
さ
れ
た
形
跡
を
見
う
け
な
い
。

　
　
　

た
だ
し
、
幸
い
に
も
、『
山
口
県
史　

資
料
編
近
世
6
』（
二
〇
二
四
）
に
向
津
具
八
幡
宮
文
書
の
釈
文
が
、
か
な
り
の
点
数
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
「
5　

小
祠

解
除
御
沙
汰
之
趣
ニ
付
御
歎
書
」
中
に
出
る
「
御
歎
申
候
事　

一
荒
神
祠
」（
八
九
八
頁
）
と
い
う
文
書
が
、
村
田
氏
の
紹
介
し
た
「
向
津
具
八
幡
宮
宮
崎
家
文
書
」

に
酷
似
す
る
内
容
を
持
っ
て
い
て
、
小
稿
の
考
察
に
資
し
て
く
れ
る
。

　
　
　

村
田
氏
が
『
大
津
郡
志
』
と
の
間
で
異
同
の
あ
る
諸
点
中
最
も
強
く
懸
念
さ
れ
た
の
は
、
恐
ら
く
村
牛
再
建
の
た
め
に
「
胤
牛
（
種
牛
）」
を
何
処
か
ら
買
い
入
れ

た
か
に
関
す
る
内
容
で
あ
っ
た
ろ
う
。
同
文
書
で
は
、「
筑
前
之
大
嶋
ゟ
胤
牛
五
六
疋
も
買
い
入
れ
」
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
先
に
見
た
通
り
『
大
津
郡
志
』
で
は
、
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「
五
嶌
鹿
嶋
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
重
大
な
相
違
点
に
つ
い
て
は
、
以
下
に
軽
く
触
れ
た
う
え
で
、
追
っ
て
一
層
詳
し
く
検
討
す
る
―
注
（
18
）
参
照
の
こ
と
。

　
　
　

今
、
端
的
に
問
題
の
文
書
の
価
値
評
価
を
試
み
れ
ば
、
事
実
関
係
で
細
部
の
精
確
さ
を
欠
く
恨
み
が
あ
る
。「
筑
前
之
大
嶋
ゟ
胤
牛
五
六
疋
も
買
い
入
れ
」
は
、
ま

さ
に
そ
の
好
例
だ
。
上
記
『
山
口
県
史
』
は
、
同
社
が
「
神
社
同
士
の
出
入
り
や
氏
子
と
の
関
係
を
う
か
が
え
る
も
の
な
ど
、
近
世
史
料
を
多
く
伝
え
る
」
と
一
定
の

評
価
を
与
え
な
が
ら
も
、「
明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）
の
火
災
で
旧
記
等
を
消
失
し
た
」
と
し
て
、
重
大
な
留
保
を
表
明
す
る
こ
と
も
忘
れ
て
い
な
い
（
二
二
－
二
三

頁
）。「
筑
前
之
大
嶋
ゟ
胤
牛
五
六
疋
も
買
い
入
れ
」
な
ど
、
所
々
で
細
部
の
認
識
が
曖
昧
で
不
正
確
な
の
は
、
恐
ら
く
記
憶
に
頼
っ
て
消
失
し
た
文
書
を
そ
れ
な
り
に

復
元
し
た
ゆ
え
だ
と
推
定
し
て
も
大
過
な
い
と
言
え
そ
う
だ
。

（
17
）
こ
こ
で
陳
謝
し
て
、
重
大
な
訂
正
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
小
稿
前
編
第
五
章
2
説
（
本
誌
第
二
一
一
号
〔
二
〇
二
四
年
三
月
〕
七
一
頁
）
の
『
大
津
郡
志
』
を

引
用
し
た
箇
所
に
、
鉄
村
の
没
年
を
寛
永
一
四
年
（
一
六
三
七
）
と
わ
ざ
わ
ざ
注
記
し
、
し
か
も
そ
れ
が
「「
寛
永
牛
疫
」
発
生
の
前
年
」
だ
と
付
言
し
て
い
る
。
し

か
し
、
遺
憾
な
が
ら
、
こ
れ
は
引
用
文
中
の
「
そ
の
後
十
三
年
を
経
て
」
の
十
三
年
の
算
定
法
を
取
り
違
え
た
単
純
ミ
ス
で
あ
る
。
鉄
村
が
入
寂
し
た
の
は
、
他
の
諸

資
料
に
徴
し
て
も
寛
永
十
五
年
（
一
六
三
八
）、
す
な
わ
ち
寛
永
牛
疫
が
始
ま
っ
た
年
の
十
月
十
二
日
で
あ
る
。

（
18
）
村
民
に
と
っ
て
は
心
に
深
く
銘
記
す
べ
き
余
程
重
大
な
事
柄
だ
っ
た
と
見
え
、『
大
津
郡
志
』
一
六
三
頁
に
見
え
る
人
名
、
並
び
に
そ
の
表
記
法
に
僅
か
な
違
い
が
あ

る
も
の
の
、
実
質
的
に
は
内
容
に
ほ
ぼ
異
同
が
無
い
。
た
だ
し
、
こ
の
「
伊
左
衛
門
」
が
「
伊
右
衛
門
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
19
）
こ
こ
で
、
先
に
注
（
15
）
中
で
一
旦
留
保
し
て
お
い
た
問
題
に
立
ち
返
り
、
更
に
も
う
少
し
考
察
を
加
え
た
い
。
そ
こ
で
は
、「
向
津
具
八
幡
宮
宮
崎
家
文
書
」
の
内

容
に
関
し
て
、「
村
田
氏
が
『
大
津
郡
志
』
と
異
同
の
あ
る
諸
点
中
で
も
最
も
強
く
懸
念
さ
れ
た
の
は
、
恐
ら
く
村
牛
再
建
の
た
め
に
『
胤
牛
（
種
牛
）』
を
何
処
か
ら

買
い
入
れ
た
か
に
関
す
る
内
容
で
あ
っ
た
ろ
う
」
と
推
察
し
て
お
い
た
。「
向
津
具
八
幡
宮
宮
崎
家
文
書
」
や
「
向
津
具
八
幡
宮
文
書
」
は
、
そ
の
地
点
を
「
筑
前
之

（
国
）
大
島
」
と
す
る
の
だ
が
、
俄
に
は
す
ん
な
り
と
飲
み
込
み
難
い
。
や
は
り
「
五
嶌
鹿
嶋
」
と
見
る
の
が
穏
当
で
あ
る
。

　
　
　

筑
前
大
島
と
は
現
在
宗
像
市
に
属
す
る
中
御
島
で
、
肥
前
大
島
と
区
別
す
る
目
的
で
、
別
称
を
筑
前
大
島
と
さ
れ
て
来
た
。
宗
像
大
社
の
三
社
の
中
で
も
貴
重
な
古

文
書
を
数
多
く
蔵
す
る
中
津
宮
が
鎮
座
す
る
こ
と
で
名
高
い
。
た
だ
し
、
古
く
か
ら
牛
馬
の
牧
が
存
在
し
た
と
さ
れ
る
も
の
の
、
寛
永
二
年
の
向
津
具
の
牛
疫
流
行
か

ら
大
き
く
年
代
が
下
が
る
寛
文
十
一
年
（
一
六
七
四
）
頃
に
黒
田
藩
が
創
設
し
た
牧
が
、
確
か
な
記
録
の
残
る
最
古
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
第
一
に
年
代
的
な

齟
齬
が
懸
念
さ
れ
る
。
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他
方
、
五
島
列
島
は
約
二
千
二
百
年
前
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
日
本
最
古
の
牛
の
骨
が
人
骨
と
共
に
発
見
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
、
古
く
か
ら
牛
の
島
と
し
て
名
が
高
か

っ
た
。
ま
た
中
古
、
宇
野
御
厨
の
一
部
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
小
値
賀
島
や
宇
久
島
の
牛
は
、
体
は
小
さ
く
と
も
牛
車
を
挽
く
に
優
れ
た
牛
と
し
て
、
京
で
も
評

価
が
高
か
っ
た
。
歴
史
上
特
筆
に
値
す
る
の
は
、
そ
の
結
果
、
小
値
賀
島
の
牛
に
「
正
直
牛
」
の
名
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
一
大
殉
難
事
件
の
発
生
で
あ
る
。
か

つ
て
同
島
は
、
狭
く
て
細
長
く
浅
い
瀬
戸
で
東
西
に
別
け
隔
て
ら
れ
て
い
た
の
を
、
数
多
く
の
牛
を
動
員
し
て
埋
め
立
て
て
、
そ
こ
に
「
建
武
新
田
」
が
開
発
さ
れ
た
。

こ
の
時
に
一
方
な
ら
ず
酷
使
さ
れ
た
数
百
頭
の
牛
が
斃
死
し
た
。
そ
れ
を
悼
ん
で
、
建
武
元
年
（
一
三
三
四
）、
領
主
松
浦
定
が
今
も
残
る
供
養
塔
を
建
立
し
て
記
念

し
た
。「
正
直
牛
」
と
は
、
温
順
で
労
を
厭
わ
な
い
牛
と
い
う
趣
意
で
献
呈
さ
れ
た
美
名
で
あ
る
。

　
　
　

ま
た
、
鹿
嶋
と
は
「
近
島
」
の
意
の
古
称
の
訛
音
だ
と
さ
れ
る
。『
古
事
記
』
の
国
土
生
成
譚
に
出
る
「
知
訶
之
島
」
が
五
島
列
島
（
全
体
）、
或
い
は
小
値
賀
島
を

指
す
と
い
う
の
は
、
定
説
の
よ
う
だ
。
な
お
、
貝
原
益
軒
の
『
筑
前
国
続
風
土
記
』
に
よ
れ
ば
、
博
多
湾
部
に
位
置
す
る
志
賀
島
の
名
の
由
来
も
ま
た
「
近
島
」
だ
と

い
う
。「
五
嶌
鹿
嶋
」
の
名
に
は
、
こ
の
よ
う
に
、
身
近
か
な
島
を
近
島
と
称
し
た
古
く
か
ら
の
呼
び
習
わ
し
の
遠
い
残
響
さ
え
感
じ
ら
れ
よ
う
。

　
　
　

何
と
言
っ
て
も
、
最
大
の
決
め
手
は
、
大
寧
寺
と
五
島
の
間
に
存
在
し
た
太
い
絆
で
あ
る
。
一
方
、
縁
の
薄
い
筑
前
大
島
に
比
定
す
る
の
は
、
相
当
無
理
が
大
き
い

と
言
え
る
。
恐
ら
く
宗
像
大
社
の
威
光
を
念
頭
に
置
い
た
だ
ろ
う
着
想
は
、
社
家
の
文
書
ら
し
い
常
套
の
あ
り
方
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

（
20
）
こ
の
■
は
、
四
角
が
黒
く
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
て
い
て
、
判
読
で
き
な
い
こ
と
を
示
す
。

（
21
）
通
幻
寂
霊
の
中
核
的
な
活
動
の
場
は
、
加
賀
と
能
登
の
両
国
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
、
想
像
を
思
い
切
っ
て
逞
し
く
す
れ
ば
、
彼
の
足
跡
を
記
念
す
る
、
意
外
な
証
拠

が
加
賀
金
沢
に
今
も
残
さ
れ
て
い
る
と
言
え
そ
う
だ
。
金
沢
で
は
、「
飴
買
い
幽
霊
」
と
呼
ば
れ
る
世
間
話
、
な
い
し
は
怪
談
が
伝
え
ら
れ
て
人
口
に
膾
炙
し
て
い
る
。

ま
だ
生
き
て
い
る
赤
ん
坊
を
育
て
る
手
だ
て
と
し
て
、
幽
霊
で
あ
る
女
性
が
毎
夜
飴
屋
に
飴
を
買
い
に
来
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
寂
霊
（
孤
独
な
亡
霊
）
と
い
う
彼
の

僧
名
の
怪
異
な
由
来
譚
が
喧
伝
さ
れ
て
こ
の
話
を
生
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
、
敢
え
て
愚
考
し
て
み
た
く
な
る
。

　
　
　

た
だ
し
、
留
意
す
べ
き
は
次
の
こ
と
だ
。「
飴
買
い
幽
霊
」
の
伝
承
で
は
、
彼
岸
か
ら
此
岸
へ
訪
れ
て
来
る
の
は
母
親
で
あ
り
、
こ
の
話
は
、
母
親
の
幼
子
へ
の
愛

情
の
か
く
も
あ
る
べ
き
物
語
と
し
て
（
宗
教
）
道
徳
的
な
機
能
を
持
つ
だ
ろ
う
。
他
方
、
通
幻
寂
霊
の
誕
生
譚
で
は
、
嬰
児
自
身
が
人
々
の
救
済
の
た
め
に
あ
の
世
か

ら
こ
の
世
へ
遣
わ
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
受
苦
の
説
話
的
な
機
能
は
、
教
理
や
教
化
の
論
理
に
直
に
通
じ
て
い
る
。
こ
こ
に
、
宗
教
の
理
解
・
受
容
の
あ
り
方
に

関
わ
る
発
想
の
「
非
識
字
／
識
字
」
的
対
照
性
を
感
じ
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
だ
。
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（
22
）
筆
者
に
は
、『
田
主
丸
町
誌
』
第
一
巻
、『
川
の
記
憶
』
で
担
当
し
た
長
大
な
論
考
（
小
馬　

一
九
九
六
）
執
筆
の
た
め
に
、
筑
後
地
方
の
文
献
を
読
み
込
ん
だ
経
験

が
あ
り
、
そ
の
時
に
当
該
の
シ
イ
事
件
に
気
付
い
た
。
こ
の
度
、
当
時
の
経
験
を
基
に
更
に
資
料
の
探
索
を
重
ね
た
が
、
全
く
成
果
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

（
23
）
肥
中
と
長
州
藩
府
で
あ
る
萩
は
、
東
西
に
真
っ
直
ぐ
に
走
る
肥
中
街
道
で
結
ば
れ
て
い
た
。

（
24
）
石
屋
派
と
は
、
大
寧
寺
開
山
で
あ
る
石
屋
真
梁
に
因
む
命
名
で
あ
る
。
先
に
見
た
、
鉄
村
が
石
屋
と
同
じ
月
命
日
に
死
ぬ
こ
と
を
憚
っ
た
と
い
う
説
も
、
両
者
の

「
荘
厳
化
」
の
一
環
だ
と
言
え
る
。

（
25
）
ち
な
み
に
、
二
〇
二
三
年
、
熊
本
大
学
永
青
文
庫
研
究
セ
ン
タ
ー
が
、
同
大
学
が
所
蔵
す
る
熊
本
藩
筆
頭
家
老
松
井
家
文
書
群
中
か
ら
、
同
藩
が
慶
安
四
年
（
一
六

五
一
）
に
隣
国
薩
摩
藩
に
送
り
込
ん
だ
密
偵
村
田
門
左
衛
門
の
手
に
な
る
十
八
条
の
質
量
共
に
充
実
し
た
報
告
書
を
見
つ
け
出
し
た
と
発
表
し
て
、
大
き
な
話
題
を
呼

ん
だ
―
『
熊
本
日
々
新
聞
』
は
、
同
年
5
月
19
日
と
10
月
23
日
の
二
度
に
亘
っ
て
、
大
き
な
記
事
で
そ
の
内
容
を
詳
報
し
た
。
彼
の
困
難
な
任
務
の
遂
行
に
つ
い
て
、

そ
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
共
同
研
究
員
で
あ
る
原
口
泉
氏
（
志
學
館
大
学
教
授
）
が
、「
正
確
な
情
報
の
入
手
に
は
相
当
長
く
潜
入
し
、
鹿
児
島
弁
も
で
き
な
い
と
」

と
語
り
、
馬
の
産
地
で
あ
る
薩
摩
へ
の
買
い
付
け
な
ら
比
較
的
入
国
が
容
易
だ
と
し
て
、
そ
の
可
能
性
も
推
定
し
て
い
る
（『
朝
日
新
聞
』
二
〇
二
三
年
七
月
三
日
）

の
が
興
味
深
い
。

（
26
）
歴
史
家
は
、
文
書
に
書
か
れ
て
い
る
内
容
は
何
で
あ
れ
、
書
か
れ
て
文
書
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
そ
れ
自
体
を
最
大
限
重
視
し
て
、
軽
々
に
そ
の
内
容
を
否
定

し
な
い
傾
向
を
一
般
に
極
め
て
強
く
持
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
仮
に
も
そ
の
内
容
に
疑
義
を
挟
め
ば
、
自
ら
が
拠
っ
て
立
つ
基
盤
そ
の
も
の
が
足
元
か
ら
ひ
と
た
ま
り
も

な
く
崩
れ
去
っ
て
し
ま
う
危
惧
を
感
じ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　

科
学
者
も
ま
た
、
前
提
Ａ
に
拠
っ
て
立
ち
、
狂
い
の
な
い
方
法
と
手
順
で
推
論
を
重
ね
る
限
り
は
、
仮
に
誰
が
そ
れ
を
遂
行
し
て
も
得
ら
れ
る
結
果
は
同
一
だ
と
い

う
、「
科
学
的
認
識
」
の
鉄
則
を
疑
お
う
と
し
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
扱
う
対
象
（
客
体
）
が
人
間
事
象
で
あ
り
、
且
つ
扱
う
主
体
が
人
間
で
あ
る
限
り
、
事
は
そ

う
単
純
で
は
あ
り
え
な
い
。
ま
し
て
、
そ
れ
が
社
会
や
人
文
の
領
域
に
関
わ
れ
ば
、
事
態
は
幾
重
に
も
錯
綜
す
る
と
見
る
の
が
真
摯
で
あ
ろ
う
。
自
然
科
学
の
よ
う
な

「
法
則
」
性
は
、
望
む
べ
く
も
な
く
、
社
会
科
学
、
人
文
科
学
の
語
は
、
安
易
に
使
え
そ
う
に
な
い
。
こ
こ
で
「
墨
守
」
の
語
を
敢
え
て
書
き
添
え
た
の
は
、
そ
れ
ら

の
「
科
学
」
に
共
通
す
る
、
識
字
文
化
に
特
有
の
性
向
に
僅
か
に
で
も
揺
さ
ぶ
り
を
か
け
て
お
き
た
い
が
た
め
で
あ
る
。

（
27
）『
大
津
郡
志
』
に
は
、
そ
の
刊
行
の
形
式
を
巡
っ
て
不
分
明
な
側
面
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
萩
原
新
生
は
、
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
に
上
京
し
て
居
を
定
め
た
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が
、
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
に
国
里
深
川
町
に
一
時
疎
開
す
る
。
同
二
十
一
年
五
月
、
萩
原
、
並
び
に
郷
土
史
家
山
崎
徳
三
郎
を
中
心
と
し
て
大
津
郡
志
編
纂
会

が
組
織
さ
れ
、
同
二
十
四
年
八
月
末
日
『
大
津
郡
志
』
の
刊
行
に
到
っ
た
―
萩
原
は
同
二
十
六
年
に
再
度
上
京
。
不
可
解
に
思
え
る
の
は
、
大
津
郡
志
編
纂
会
で
は

な
く
、
萩
原
個
人
の
著
作
と
し
て
同
郡
志
が
発
刊
さ
れ
た
事
実
で
あ
る
。
小
稿
が
批
判
し
た
資
料
解
釈
の
あ
り
方
を
巡
っ
て
、
或
い
は
山
崎
等
と
大
き
な
見
解
の
相
違

が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
　
　

小
稿
の
筆
者
が
こ
の
間
追
求
し
て
き
た
、（
特
に
我
が
国
で
）
識
字
者
が
非
識
字
者
の
歴
史
を
ど
の
よ
う
に
書
い
て
き
た
の
か
を
考
察
す
る
う
え
で
、
地
方
史
が
民

俗
を
ど
う
対
象
化
し
た
の
か
を
広
く
比
較
検
討
す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
な
作
業
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
視
点
は
ほ
ぼ
顧
み
ら
れ
て
来
な
か
っ
た
が
、
現
に
変

異
の
幅
は
誠
に
大
く
、
興
味
が
尽
き
な
い
。

《
参
考
文
献
》

岩
田　

啓
靖

　

二
〇
一
〇　
　
『
大
寧
寺
も
の
が
た
り
』
大
寧
寺
。

大
本　

敬
久

　

二
〇
一
二　
　
「
盆
の
火
投
げ
行
事
の
分
布
―
全
国
柱
祭
り
・
柱
松
資
料
集
成
」、『
研
究
紀
要
』（
愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館
）
第
17
号
、
六
五
－
九
〇
頁
。

小
畑　

紘
一　
　
『
祭
礼
行
事
「
柱
松
」
の
民
俗
学
的
研
究
』
岩
田
書
院
。

貝
原　

益
軒

　

一
九
〇
五　
　
『
益
軒
全
集
』
巻
之
四
（
益
軒
會
編
集
）、
益
軒
全
集
刊
行
部
。

　

一
九
〇
七　
　
『
益
軒
全
集
』
巻
之
六
（
益
軒
會
編
集
）、
益
軒
全
集
刊
行
部
。

　

一
九
六
九
（
一
六
九
四
）　
「
豊
国
紀
行
」、
宮
本
常
一
・
谷
川
健
一
・
原
口
虎
雄
（
編
）『
探
検
・
紀
行
・
地
誌
』〔
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成　

第
二
巻
〕
三
一
書
房
、

四
七
七
－
四
九
九
頁
。
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香
月
洋
一
郎

　

二
〇
一
一　
　
『
馬
耕
教
師
の
旅
―
「
耕
す
」
こ
と
の
近
代
』
法
政
大
学
出
版
局
。

金
谷　

匡
人

　

二
〇
一
五　
　
「『
防
長
風
土
注
進
案
』「
風
俗
」
の
項
に
見
る
村
の
「
一
年
」（
除
正
月
）」、『
山
口
県
文
書
館
研
究
紀
要
』
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